
�0��೥（ྩ࿨̔೥）

����

事
業
用
自
動
車
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
３
０

総
合
物
流
施
策
大
ߝ
を
ֳ
議
決
定

東
ト
協
が
労
務
ް
生
委
員
会
を
開
催

適
正
化
二
法
対
応
・
会
員
ج
൫
強
化
ల
開

適
正
化
事
業
実
施
機
関
評
議
委
員
会

̎̎̐̑̒

会
の
実
施
、
自
動
点
呼
機
ث

導
ೖ
費
用
の
助
成
な
ど
の
事

業
内
容
を
見
௚
す
。

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
周
知

徹
底
、
④
軽
油
価
格
カ
ル
ς

ル
に
対
す
る
徹
底
的
な
事
実

ղ
明
―
―
の
４
項
目
の
対
策

を
ຬ
場
一
க
で
決
議
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
自
民
党
の
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
࿈
ໍ

の
加
౻
勝
信
会
長
、
タ
ク
γ

ー
・
ϋ
イ
Ϡ
ー
議
員
࿈
ໍ
の

দ
ౡ
み
ど
り
会
長
、
バ
ス
議

員
࿈
ໍ
の
⁊
୔
一
࿠
会
長
、

খ
ྛ
ୋ
೭
੓
務
調
査
会
長
ら

が
あ
い
さ
つ
。エ
ω
ル
Ϊ
ー・

金
ଐ
߭
物
資
ݯ
機
構
に
よ
る

現
状
説
明
も
あ
り
、最
後
に
、

参
加
者
全
員
で
ガ
ン
バ
ϩ
ー

コ
ー
ル
を
行
い
、
決
意
を
示

し
た
。

大
会
終
了
後
、
同
決
議
は

全
ト
協
の
坂
本
克
己
最
高
顧

問
を
先
頭
に
、
寺
岡
全
ト
協

会
長
、川
ು
全
タ
ク
࿈
会
長
、

୍
修
一
バ
ス
協
副
会
長
ら
が

国
土
交
通
省
を
๚
れ
、
金
子

東
ト
協
は
、
４
月
６
日
に

始
ま
っ
た「
य़
の
全
国
交
通

安
全
運
動
」
の
期
間
中
、
４

「
運
輸
事
業
の
振

興
の
助
成
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
Ҋ
」
が
３

冒
頭
、
あ
い

さ
つ
に
立
っ
た

水
野
会
長
は
、

࢑
定
੫
཰
ഇ
止

決
定
後
も
、
中

東
情
勢
の
Ө
ڹ

に
よ
る
原
油
価

格
の
高
騰
や
供

給
不
安
が
続
い
て
い
る
こ
と

に
৮
れ
、
対
応
に
ۤ
ྀ
し
て

い
る
現
状
を
示
し
た
。
こ
う

し
た
中
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
が
３
月
27
日
、
཮
上
交

通
機
関
３
団
体
で
開
催
し
た

「
燃
料
価
格
高
騰
等
ܦ
Ӧ
ة

機
突
ഁ
総
決
起
大
会
」
に
つ

い
て
説
明
し
、
行
動

の
必
要
性
を
強
調
し

た
。

８
年
度
事
業
計
ը
で
は
、

新
規
事
業
と
し
て
ト
ラ
ッ
ク

適
正
化
二
法
や
労
働
時
間
規

制
強
化
な
ど
へ
の
対
応
、
協

会
運
Ӧ
の
ԁ
׈
化
と
支
部
・

本
部
間
の
࿈
ܞ
強
化
を
図

る
。
あ
わ
せ
て
、
݈
߁
਍
அ

費
用
の
助
成
や
運
転
者
講
श

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
寺
岡
洋
一
会
長
）、
全
国
ϋ

イ
Ϡ
ー
・
タ
ク
γ
ー
࿈
合

会（
川
ು
一
࿕
会
長
）、日
本

ഁ
総
決
起
大
会
」を
開
催
し
、

全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
や
労
働
組
合
関
係
者
、
自

民
党
国
会
議
員
ら
約
６
５
０

人
が
参
集
し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
や
ϋ
イ
タ
ク
・

バ
ス
事
業
者
は
、
国
民
生
活

や
産
業
活
動
を
支
え
る
、
重

要
な
公
ڞ
輸
送
サ
ー
Ϗ
ス
の

油
の
ച
り
੯
し
み
や
在
ݿ
Ӆ

し
と
ଊ
え
か
Ͷ
な
い
状
況
に

あ
る
。
さ
ら
に
、
不
ಁ
明
な

価
格
決
定
に
よ
る
燃
料
価
格

の
急
騰
が
生
じ
て
お
り
、
そ

の
価
格
高
騰
分
を
荷
主
ا
業

や
ར
用
者
に
転
嫁
で
き
て
い

な
い
た
め
、
ଟ
く
の
事
業
者

が
ܦ
Ӧ
存
続
の
ة
機
に
௚
໘

し
、
こ
の
ま
ま
で
は
国
民
生

活
に
も
重
大
な
Ө
ڹ
を
及
΅

す
ڪ
れ
が
あ
る
と
指
摘
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

国
民
生
活
や
地
域
ܦ
ࡁ
を
支

え
る
公
ڞ
輸
送
サ
ー
Ϗ
ス
を

安
定
的
に
提
供
す
る
؍
点
か

ら
、
①
軽
油
を
安
定
的
に
確

保
で
き
る
環
境
の
整
備
、
②

軽
油
・
̡
Ｐ
ガ
ス
の
緊
急
的

ܹ
ม
緩
和
措
置
の
継
続
、
③

燃
料
価
格
高
騰
分
の
転
嫁
と

８
年
度
予
算

は
、
ܦ
常
ऩ
ೖ
が

20
ԯ
１
９
４
０
ສ

４
千
ԁ（
前
年
度

ൺ
０
・
３
ˋ
૿
）、

ܦ
常
支
出
が
20
ԯ

３
５
２
８
ສ
８
千

ԁ（
同
０
・
１
ˋ

૿
）で
、
ऩ
支
は

１
５
８
８
ສ
４
千

ԁ
の
੺
ࣈ
と
な
る

見
込
み
。
会
費
ֹ

お
よ
び
ೲ
ೖ
ํ
法

は
ै
དྷ
通
り
と
す

る
。ま

た
、
８
年
度

通
常
総
会
は
６
月

29
日
、
千
代
田
区

の
ఇ
国
ホ
ς
ル
東
京
本
館
２

階「
޸
੃
東
」
で
開
催
す
る

こ
と
と
し
た
。

バ
ス
協
会（
ਗ਼
水
一
࿠
会
長
）

は
３
月
27
日
、
千
代
田
区
の

自
由
民
主
党
本
部
で
、「
燃

料
価
格
高
騰
等
ܦ
Ӧ
ة
機
突

月
10
日
を
֗
頭
指
導
活
動
の

「
౷
一
実
施
日
」と
定
め
、各

支
部
が
า
調
を
あ
わ
せ
、
主

要
Ӻ
や
道
路
で

一
੪
に
活
動
を

行
う
。
า
行
者

や
自
転
車
の

安
全
༠
導
、
ϊ

ベ
ル
ς
ỹ
の
配

෍
、
ト
ラ
ッ
ク

ス
ト
ッ
プ
࡞
ઓ

な
ど
を
ల
開

し
、
交
通
安
全

の
ܒ
発
に
౒
め

る（
౷
Ұ
࣮
ࢪ

೔
ͷ
׆
ಈ
ͷ
ৄ

ࡉ
͸
次
߸
ʹ
ܝ

ࡌ
）。
ま
た
、
各
支
部
で
は

15
日
ま
で
の
期
間
を
通
じ

て
、
さ
ま
͟
ま
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

運
動
期
間
開
始
を
前
に
、

目
ࠇ
支
部（
土
԰
ल
明
支
部

長
）で
は
４
月
４
日
、
目
ࠇ

ܯ
࡯
ॺ
主
催
の「
目
ࠇ
;
れ

あ
い
ϑ
ỻ
ス
ς
ỹ
バ
ル
」
に

参
加
。
会
場
の
目
ࠇ
区
・
東

山
公
Ԃ
に
は
、
あ
い
に
く
の

ఱ
ީ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ଟ

く
の
家
଒
࿈
れ
な
ど
が
དྷ
場

し
た
。

同
支
部
は
、
三
ඛ
;
そ
う

ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
ೆ
関
東
;

そ
う
品
川
支
ళ
の
協
力
の
も

と
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
৐
車

体
ݧ
を
実
施
。
運
転
席
に
࠲

っ
た
子
ど
も
た
ͪ
に
、
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
見
え
な
い
死
֯

に
つ
い
て
説
明
し
、
参
加
者

に
は
ϊ
ベ
ル
ς
ỹ
を
配
෍
し

た
。会

場
で
は
こ
の
ほ
か
、
ύ

ト
カ
ー
や
ന
バ
イ
と
の
記
೦

ࡱ
Ө
、
ফ
防
車
や
起
਒
車
、

ど
こ
で
も
ト
イ
Ϩ
ト
ラ
ッ
ク

の
ల
示
、
ܯ
ࢹ
ி
ٍ
അ
ୂ
に

よ
る
৐
അ
体
ݧ
も
行
わ
れ

た
。な

お
、
運
動
期
間
中
は
、

都
内
２
か
所（
有
ָ
ொ
・
立

川
）の
԰
外
大
型
Ϗ
ジ
ἀ
ン

と
、
新
॓
Ӻ
੢
口
通
路
、
東

ト
総
合
会
館
１
階
の
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ω
ー
ジ
で
、
ܯ
ࢹ
ி

交
通
部
と
の
࿈
名
に
よ
る
交

通
安
全
運
動
ܒ
発
ө
૾
を
์

ө
し
て
い
る
。

月
31
日
、
参

議
Ӄ
本
会
議

で
全
会
一
க
に
よ
り
可
決
・

成
立
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

運
輸
事
業
振
興
助
成
交
付
金

制
度
は
令
和
13
年
３
月
31
日

ま
で
の
５
年

間
、
維
持
さ
れ

る
。参

議
Ӄ
で

は
、
８
年
度
予

算
に
つ
い
て
、

公
平
・
中
立
の

؍
点
か
ら
関
係

各
省
間
で
協

議
・
調
整
を
行

っ
た
上
で
の
速

や
か
な
ࣥ
行

と
、
９
年
度
以

ګ
೭
国
土
交
通
大
ਉ
に
決
議

จ
を
手
交
し
、
強
く
実
現
を

求
め
た
。

担
い
手
と
し
て
そ

の
使
命
を
果
た
し

て
い
る
一
ํ
で
、

中
東
情
勢
の
緊
迫

化
に
よ
り
、
全
国

各
地
の
軽
油
ൢ
ച

会
社
で
は
不
当

な
ൢ
ച
ఀ
止
や

数
量
制
限
が
ࢄ

見
さ
れ
、
ト
ラ
ッ

ク
・
バ
ス
事
業
に

必
要
不
可
欠
な
軽

降
も
同
様
の
対
応
を
求
め
る

ෟ
ଳ
決
議
を
付
し
た
。
あ
わ

せ
て
、
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二

法
に
ج
ͮ
く
制
度
設
計
と
運

用
に
向
け
た
助
成
予
算
の
あ

り
ํ
の
検
討
や
、
燃
料
価
格

高
騰
に
よ
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
や
国
民
へ
の
Ө
ڹ
軽

ݮ
と
ෛ
担
཈
制
に
向
け
た
対

策
の
実
施
を
求
め
た
。

同
法
Ҋ
は
１
月
23
日
、
ऺ

議
Ӄ
ղ
ࢄ
に
伴
い
ഇ
Ҋ
と
な

っ
た
が
、３
月
10
日
に
再
提

出
さ
れ
、
同
日
の
国
土
交
通

委
員
会
で
の
可
決
に
続
き
、

同
月
13
日
の
ऺ
議
Ӄ
本
会
議

で
可
決
後
、
参
議
Ӄ
に
送
ら

れ
て
い
た
。

支
部
ブ
ϩ
ッ
ク
制
で
は
、

８
年
度
か
ら
第
２
期
ύ
イ
ϩ

ッ
ト
ブ
ϩ
ッ
ク（
Ｐ
̗
）と

し
て
、大
田
・
品
川
Ｐ
̗
と
、

จ
京
・
๛
ౡ
・
๺
・
൘
ڮ
・

練
അ
Ｐ
̗
が
ブ
ϩ
ッ
ク
へ
Ҡ

行
し
、活
動
を
開
始
す
る
。

さ
ら
に
、
会
長
ީ
補
者
選

出
・
管
理
委
員
会
か
ら
、
現

会
長
の
水
野
功
ࢯ
を
８
・
９

年
度
の
委
員
会
ਪ
ન
会
長
ީ

補
者
と
す
る
決
定
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
、
今
後
は
規
定

に
ج
ͮ
き
会
長
の
選
定
を
進

め
る
。
選
出
手
続
き
は
、
４

月
14
日
午
後
５
時
ま
で
理
事

に
よ
る
ਪ
ન
を
受
け
付
け
、

５
月
26
日
に
開
催
す
る
８
年

度
第
１
回
理
事
会
で
、
８
・

９
年
度
の
会
長
ީ
補
者
を
承

認
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
会

員
ج
൫
強
化
対
策

や
東
京
都
の
貨
物
車
ற
車
ス

ペ
ー
ス
無
料
提
供
事
業
の
ར

用
ొ
録
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
理
事
か
ら
は
常
任
委
員

会
に
関
す
る
質
問
や
提
Ҋ
も

出
さ
れ
た
。

ਫ
໺
会
௕
Λ
ҕ
һ
会
ਪ
ન
会
௕
ީ
ิ
ऀ
に

౦
ژ
౎
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ڠ
会ớ
ਫ
໺
ޭ
会
௕
Ờは
̏
݄
25
೔
、౦
τ
૯

߹
会
ؗ
Ͱ
、ྩ
࿨
̓
年
度
ୈ
̐
回
理
事
会ớ
̬
̴
̱
ซ
༻
ỜΛ
։
࠵

し
、̔
年
度
事
ۀ
ܭ
ը
ॻ
・
ऩ
ࢧ
༧
ࢉ
ॻớ
Ҋ
Ờな
Ͳ
Λ
৹
ٞ
・
ঝ

ೝ
し
ͨ
。ủ
࣌
୅
の
変
Խ
に
Ԡ
͑
る
ੵ
ۃ
༧
ࢉ
Ứͱ
Ґ
ஔ
෇
け
ڠ、

会
の
͋
る
΂
͖
࢟
Λ
ٻ
Ί
ͨ
事
ۀ
に
ॏ
఺
഑
෼
し
、τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ద

ਖ਼
Խ
ೋ
๏
΁
の
ੵ
ۃ
త
な
౤
ࢿ
、ক
དྷ
Λ
ݟ
ਾ
͑
ͨ
会
һ
ج
൫
の

ڧ
Խ
、υ
ϥ
Π
ό
ồ
ϑ
Ỹ
ồ
ε
τ
事
ۀ
の
ॆ
࣮
Λ
ப
に
֤
事
ۀ
Λ

ਐ
Ί
る
。

ま
ͨ
、会
௕
ީ
ิ
ऀ
બ
ग़
・
؅
理
ҕ
һ
会
は
ݱ、
会
௕
の
ਫ
໺

ޭ
ࢯ
Λ
̔
・
̕
年
度
の
ҕ
һ
会
ਪ
ન
会
௕
ީ
ิ
ऀ
ͱ
す
る
ํ
਑
Λ

ࣔ
し
ͨ
。

̓年度
ୈ̐ճ ཧࣄձ౦τڠ

８年度ܭۀࣄըɾ༧ࢉͳͲঝೝト
ϥ
ỽ
Ϋ
ɾ
ϋ
Π
λ
Ϋ
ɾ
ό
ε
̏
ஂ
ମ

҆
ఆ
త
ͳ
ఏ
ڙ
΁
ܾ
ٞ

東 ト 協
֤ 支 部 ಈΛల։׆ʹதؒظ

ަ
෇
ۚ
੍
度
��
年
·
Ͱ
ҡ
࣋

य़
ͷ
શ
ࠃ
ަ
௨
҆
શ
ӡ
動
࣮
ࢪ
த

ෟଳܾٞʹదਖ਼Խೋ๏ɾ೩ྉߴಅରԠ

ࡾ
ຊ
ப
を
ॏ
఺
ࣄ
ۀ
΁

೩
ྉ
Ձ
֨
ߴ
ಅ
౳

ܦ
Ӧ
ة
ػ
ಥ
ഁ
૯
ܾ
ى
େ
会
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企画部 事業グループ

国
土
交
通
省
は
３
月
31

日
、「
事
業
用
自
動
車
総
合

安
全
プ
ラ
ン
２
０
３
０
」（
計

ը
期
間・令
和
８
～
12
年
度
）

を
策
定
し
、公
表
し
た
。

新
プ
ラ
ン
で
は
、
運
転
者

の
高
ྸ
化
や
ਂ
ࠁ
化
す
る
人

手
不
଍
、
軽
貨
物
運
送
の
֦

大
な
ど
を
౿
ま
え
、
運
行
管

関
東
運
輸
局
の
４
月
１
日

付
人
事
で
、
東
京
運
輸
支
局

長
に
勝
家
省
࢘
）ࢯ
Ἒ
৓
運

輸
支
局
長
）が
ब
任
し
た
。

উ
Ո
ল
（࢘
か
つ
い
え
・

し
Ỷ
う
じ
ࢯ（

ত
和
44
年

生
ま
れ
。
平
成
２
年
運
輸
省

ೖ
省
。
関
東
運
輸
局
自
動
車

交
通
部
貨
物
課
長
、
自
動
車

交
通
部
ཱྀ
٬
第
一
課
長
、
東

京
運
輸
支
局
次
長
、
自
動
車

理
の
高
度
化
・
一
ݩ
化
の
ਪ

進
や
、
貨
物
軽
自
動
車
運
送

事
業
に
お
け
る
事
故
࡟
ݮ
に

向
け
た
目
ඪ
・
施
策
を
新
た

に
設
定
し
た
。
あ
わ
せ
て
、

ै
དྷ
の
件
数
目
ඪ
に
加
え
、

取
り
組
み
の
効
果
を
よ
り
適

੾
に
評
価
す
る
た
め
、
総
走

行
ڑ
཭
当
た
り
の
件
数
を
指

ඪ
と
し
て
併
記
し
た
。

全
体
目
ඪ
は
、
①
24
時
間

死
者
数
２
２
５
人
以
下（
０・

31
人
ʗ
ԯ
ἅ
ἇ
以
下
）、
②

重
ই
者
数
１
７
４
０
人
以
下

（
２・39
人
ʗ
ԯ
ἅ
ἇ
以
下
）、

③
人
身
事
故
件
数
１
ສ
６
５

０
０
件
以
下（
22
・
6�
件
ʗ

ԯ
ἅ
ἇ
以
下
）、
④
飲
酒
運

転
θ
ϩ
―
―
の
４
項
目
。

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業（
軽

貨
物
を
আ
く
）の
࡟
ݮ
目
ඪ

は
ผ
ܝ
の
通
り
で
、
死
者
数

は
１
７
５
人
以
下（
0
・
30

੓
෎
は
３
月

31
日
、
２
０
３

０
年
度
ま
で
の

物
流
੓
策
の
指

਑
と
な
る「
総

合
物
流
施
策
大

）ߝ
２
０
２
６

～
２
０
３
０
年

度
）」
を
ֳ
議

決
定
し
た
。

人
口
ݮ
গ
や

担
い
手
不
଍
が

ਂ
ࠁ
化
す
る

中
、
本
大
ߝ
で

交
通
部
次
長
、

Ἒ
৓
運
輸
支
局

長
を
ྺ
任
。

ࠃ
౔
ަ
௨
ল（
４
月
１
日
）

中
部
運
輸
局
長（
๺
཮
地

ํ
整
備
局
副
局
長
）
神
୩
ণ

จ
▽
物
流
・
自
動
車
局
次
長

（
同
局
技
術
・
環
境
੓
策
課

長
）
ழ
ވ
ത
೭
▽
同
局
貨
物

流
通
事
業
課
長（
ߤ
ۭ
局
ߤ

ۭ
ω
ッ
ト
ϫ
ー
ク
部
ߤ
ۭ
ω

ッ
ト
ϫ
ー
ク
ا
ը
課
長
）
指

田
徹
▽
同
局
貨
物
流
通
事
業

課
ト
ラ
ッ
ク
事
業
適
正
化
対

策
室
長（
同
局
ཱྀ
٬
課
ཱྀ
٬

運
送
適
正
化
ਪ
進
室
長
）
࿘

川
݈
࣏
▽
同
局
技
術
・
環
境

੓
策
課
長（
同
局
車
両
ج
४・

人
ʗ
ԯ
ἅ
ἇ

以
下
）と
し
、

前
プ
ラ
ン
か

ら
15
人
ݮ
と

し
た
ほ
か
、

౦
ژ
౎

（
４
月
１
日
）

財
務
局
長（
産
業
労
働
局

長
）
田
中
৻
一
▽
都
市
整
備

局
次
長（
交
通
局
次
長
）
ԣ

山
正
඙
▽
環
境
局
長（
議
会

局
長
）
ٶ
ᖒ
ߒ
࢘
▽
産
業
労

働
局
長
ợ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

ઓ
ུ
ਪ
進
本
部
理
事
ờ
総
合

調
整
担
当
Ở݉
務
Ụ（
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
ઓ
ུ
ਪ
進
本
部

長
）
㖊
村
ܙ
一
▽
ݐ
設
局
長

（
ݐ
設
局
道
路
؂
ợ
デ
ジ
タ

運
行
管
理
者
ࢼ
ݧ
η
ン
タ

ー
は
４
月
１
日
、
令
和
７
年

度
第
２
回
運
行
管
理
者
ࢼ
ݧ

（
貨
物
）の
合
格
者
を
発
表

し
た
。
全
国
の
受
ݧ
者
は
２

ສ
１
５
７
７
人
、
合
格
者
は

国
ࡍ
課
長
）খ
ү
和
子

ؔ
౦
ӡ
༌
）ہ
４
月
１
日
）

総
務
部
長（
自
動
車
؂
査

指
導
部
長
）
中
村
ޫ
ल
▽
東

京
運
輸
支
局
次
長（
総
合
੓

策
局
情
報
੓
策
課
サ
イ
バ

ー
η
Ω
ỿ
リ
ς
ỹ
対
策
室

長
）
໳
ਅ
和
人
▽
神
ಸ
川
運

輸
支
局
長（
千
༿
運
輸
支
局

長
）
٠
஑
խ
඙
▽
千
༿
運
輸

支
局
長（
࡛
ۄ
運
輸
支
局
次

長
）
加
౻
޾
生
▽
交
通
੓
策

部
環
境
・
物
流
課
長（
自
動

車
؂
査
指
導
部
次
席
自
動
車

؂
査
ợ׭
ཱྀ
٬
Ụ）細
野
ܡ
一

▽
同
部
次
長（
మ
道
部
地
ํ

మ
道
再
構
ங
ਪ
進
調
整
׭
）

三
ڮ
༟
▽
自
動
車
交
通
部
次

に
お
け
る
事
故
防
止
対
策
の

ਪ
進
、
ᶇ
原
Ҽ
分
析
に
ج
ͮ

く
事
故
防
止
対
策
の
立
Ҋ
と

安
全
体
質
の
継
続
的
強
化
、

ᶈ
道
路
交
通
環
境
の
改
善
―

―
の
６
項
目
。

飲
酒
運
転
の
根
絶
に
向
け

て
は
、「
飲
酒
運
転
防
止
対

策
マ
χ
ỿ
ア
ル
」の
活
用
や
、

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が
関
係
し

た
飲
酒
運
転
事
故
事
例
の
周

知
を
通
じ
、
根
絶
意
識
の
向

上
を
図
る
。

ま
た
、
関
係
者（
行
੓
・

事
業
者
・
ར
用
者
）の
࿈
ܞ

に
よ
る
取
り
組
み
は
、
道
路

運
送
の
安
全
確
保
に
૬
৐
的

な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
と
し

て
、
事
業
用
自
動
車
の
安
全

対
策
は「
安
全
ト
ラ
イ
ア
ン

グ
ル
」
の
も
と
で
の
ਪ
進
が

必
要
と
し
た
。
こ
れ
ら
を
౿

ま
え
、
全
て
の
関
係
者
が
不

அ
の
౒
力
を
続
け
、
安
全
で

安
心
な
自
動
車
交
通
社
会
の

実
現
を
目
指
す
。

８
３
９
７
人
、
合
格

཰
は
3�
・
９
ˋ
だ
っ

た
。ま

た
、
東
京
会
場

の
合
格
者
は
７
２
４

人
、
合
格
཰
は
44
・

３
ˋ
だ
っ
た
。

長（
総
務
部
総
務
課
長
）
খ

ઘ
৳
հ
▽
総
務
部
総
務
課
長

（
自
動
車
交
通
部
貨
物
課
長
）

ਿ
田
ඒ
千
代
▽
自
動
車
交
通

部
貨
物
課
長（
物
流
・
自
動

車
局
貨
物
流
通
事
業
課
長
補

ࠤ
）
平
田
৳
一
▽
東
京
運
輸

支
局
次
長（
自
動
車
交
通
部

ཱྀ
٬
第
一
課
長
）
ח
௩
ढ़
ॆ

▽
東
京
運
輸
支
局
長（
Ἒ
৓

運
輸
支
局
長
）
勝
家
省
࢘
▽

Ἒ
৓
運
輸
支
局
長（
中
国
運

輸
局
自
動
車
交
通
部
貨
物
課

長
）
田
中
޾
ٱ
▽
自
動
車
؂

査
指
導
部
次
長（
自
動
車
交

通
部
ཱྀ
٬
第
二
課
長
）
中
村

ত
ढ़
▽
東
京
運
輸
支
局
ट
席

運
輸
ا
ը
ઐ
໳
׭
ợ
輸
送
Ụ

（
࡛
ۄ
運
輸
支
局
ट
席
運
輸

ا
ը
ઐ
໳
ợ׭
輸
送
Ụ）川
村

ӳ
ً
▽
同
支
局
ट
席
運
輸

ا
ը
ઐ
໳
׭
ợ
総
務
ا
ը
Ụ

（
総
務
部
総
務
課
長
補
ࠤ
）

内
山
Յ
௡
෉
▽
同
支
局
次

長（
総
合
੓
策
局
総
務
課
ا

ը
ઐ
໳
׭
）
খ
ਗ਼
水
౒
▽
交

通
੓
策
部
長（
๺
ւ
道
局
総

務
課
ا
ը
׭
）
∁
࡚
ٱ
ඒ
子

▽
自
動
車
技
術
安
全
部
整
備

課
長（
物
流
・
自
動
車
局
自

動
車
整
備
課
長
補
ࠤ
）
෌
岡

޹
行
▽
自
動
車
؂
査
指
導
部

長（
๺
཮
信
ӽ
運
輸
局
自
動

車
技
術
安
全
部
長
）
ٱ
手
ढ़

඙
▽
自
動
車
技
術
安
全
部
保

安
・
環
境
課
長（
物
流
・
自

動
車
局
安
全
੓
策
課
安
全
؂

理
室
ઐ
໳
׭
）
ԕ
౻
ल
༤
▽

東
京
運
輸
支
局
ट
席
཮
運
技

術
ઐ
໳
׭
ợ
検
査
・
整
備
・

保
安
Ụ（
軽
自
動
車
検
査
協

会
）
酒
井
功
▽
自
動
車
技
術

安
全
部
次
長（
࡛
ۄ
運
輸
支

局
長
）
∁
ٱ
ߒ
一
▽
࡛
ۄ
運

輸
支
局
長（
自
動
車
技
術
総

合
機
構
）
手
௩
խ
࢘
▽
東
京

運
輸
支
局
ट
席
運
輸
ا
ը
ઐ

໳
ợ׭
؂
査ờ
貨
物
ỞỤ（
神
ಸ

川
運
輸
支
局
ट
席
運
輸
ا
ը

ઐ
໳
ợ׭
؂
査
Ụ）Ԙ
原
३
߂

ル
サ
ー
Ϗ
ス
局
理
事
ờ
デ
ー

タ
ϋ
イ
΢
ỻ
イ
ਪ
進
担
当
Ở

݉
務
Ụ）
ٱ
野
݈
一
࿠
▽
都

市
整
備
局
都
市
ج
൫
部
長

（
同
局
市
֗
地
整
備
部
長
）

ᖒ
井
正
明
▽
ݐ
設
局
道
路

管
理
部
長（
同
局
用
地
部
長
）

ᖒ
井
੖
ඒ

は
２
０
３
０
年
度
ま
で
を
物

流
革
新
の「
集
中
改
革
期
間
」

と
位
置
付
け
、
輸
送
力
不
଍

の
ղ
ফ
と
持
続
可
ೳ
な
物
流

の
確
保
に
向
け
、
ै
དྷ
に
な

い
対
策
を
ൈ
本
的
か
つ
計
ը

的
に
講
じ
る
と
し
て
い
る
。

੓
策
の
ํ
向
性
と
し
て
５

項
目
を
ப
と
し
、
①
サ
ー
Ϗ

ス
の
供
給
制
約
に
対
応
す
る

た
め
の
徹
底
的
な
物
流
効
཰

化
、
②
঎
׳
行
の
見
௚
し
と

荷
主・ফ
費
者
の
行
動
ม
容
、

産
業
構
଄
の
転
׵
、
③
物
流

Ｇ
̭
の
取
り
組
み
も
強
化
す

る
。さ

ら
に
、
国
ࡍ
物
流
の
ڝ

૪
力
強
化
や
ࡂ
֐
時
に
も
止

ま
ら
な
い
物
流
ω
ッ
ト
ϫ
ー

ク
の
構
ங
な
ど
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ỻ
ー
ン
の
強
㔸
化
に
も
取

り
組
Ή
ํ
਑
。

国
交
省
は
関
係
෎
省
ி
と

も
࿈
ܞ
し
、
本
大
ߝ
に
ج
ͮ

き
関
࿈
す
る
施
策
を
強
力
に

ਪ
進
す
る
と
し
て
い
る
。

業
態
特
有
の
事
故
で
あ
る
追

突
事
故
件
数
は
２
３
８
０
件

以
下（
4
・
12
件
ʗ
ԯ
ἅ
ἇ

以
下
）と
設
定
し
た
。

な
お
、
軽
貨
物
は
、
①
死

者
数
15
人
以
下（
０
・
26
人

ʗ
ԯ
ἅ
ἇ
以
下
）、
②
重
ই

者
数
３
０
０
人
以
下（
５
・

11
人
ʗ
ԯ
ἅ
ἇ
以
下
）、
③

人
身
事
故
件
数
３
３
０
０
件

以
下（
56
・
20
件
ʗ
ԯ
ἅ
ἇ

以
下
）、
④
飲
酒
運
転
θ
ϩ
、

ᶇ
追
突
事
故
件
数
９
７
０
件

以
下（
16
・
52
件
ʗ
ԯ
ἅ
ἇ

以
下
）と
設
定
し
た
。

重
点
施
策
は
、
①
自
動
車

運
送
に
係
る
全
て
の
者
に
お

け
る
行
動
ม
容
の
ਪ
進
、
②

運
行
管
理
ະ
実
施
や
飲
酒
運

転
な
ど
悪
質
な
法
令
違
反
の

根
絶
、
③
̞
̘
̩
や
自
動
運

転
な
ど
新
技
術
の
開
発
・
ී

及
ਪ
進
、
④
গ
子
高
ྸ
社
会

人
ࡐ
の
地
位
・
ೳ
力
の
向
上

と
労
働
環
境
の
改
善
、
④
物

流
ඪ
४
化
と
物
流
̙
̭
・
Ｇ

̭
の
ਪ
進
、
ᶇ
国
ࡍ
情
勢
や

自
然
ࡂ
֐
な
ど
に
対
応
し
た

サ
プ
ラ
イ
チ
ỻ
ー
ン
の
高
度

化
・
強
㔸
化
―
―
を
ܝ
͛
た
。

۩
体
的
に
は
、
自
動
運
転

ト
ラ
ッ
ク
や
自
動
物
流
道
路

な
ど
の
導
ೖ
を
見
ਾ
え
た
省

人
化
・
自
動
化
の
ਪ
進
、
新

Ϟ
ー
ダ
ル
γ
ϑ
ト
の
֦
大
、

ラ
ス
ト
マ
イ
ル
配
送
の
維
持

な
ど
を
通
じ
、
物
流
効
཰
化

を
図
る
。

ま
た
、
適
正
な
運
௞
ऩ
受

に
向
け
た
価
格
転
嫁
の
ԁ
׈

化
や
取
引
環
境
の
適
正
化
、

ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
な
ど

を
通
じ
た
業
界
構
଄
の
転
׵

も
進
め
る
と
し
て
い
る
。

人
ࡐ
໘
で
は
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
確
保
・
育
成
や
労
働
環

境
改
善
、
ٳ
ܜ
環
境
の
整
備

な
ど
を
ਪ
進
。
あ
わ
せ
て
、

ඪ
४
࢓
様
ύ
Ϩ
ッ
ト
の
ී
及

や
デ
ー
タ
࿈
ܞ
に
よ
る
物
流

̙
̭
、
୤
୸
ૉ
化
に
向
け
た

勝家氏

国交省

ҿ
ञ
ӡ
స
θ
ϩ
໨
ඪ
ܝ
͛
る

શɹࠃ
߹֨཰ ����ˋ ̓

೥
౓

ୈ
̎
ճ

ӡ
؅
ࢼ
ݧ

૯
߹
҆
શ
ϓ
ϥ
ϯ
̎
̌
̏
̌

૯߹҆શϓϥϯ����໨ඪ��̡ τϥοΫʢܰআ͘ʣr
ᶃऀࢮ�਺���ਓҎԼʢ����ਓ�ԯLNҎԼʣ
ᶄ�ॏইऀ਺���ਓҎԼʢ����ਓ�ԯLNҎԼʣ
ᶅ�ਓ਎事故݅਺�
���݅ҎԼʢ�����݅�ԯLNҎԼʣ
ᶆ�ҿञ運సθϩ
ᶇ�௥ಥ事故݅਺�
���݅ҎԼʢ����݅�ԯLNҎԼʣ

౦
ӡ
支
ہ
長
ʹ
উ
Ո
ࢯ

ؔ
ӡ
ہ

総合物流施策大綱を閣議決定
੓෎ ̎̌ ̎̒ ʙ̎ ̌̏ ̌年度
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ɹυϥΠόʔෆ଍͕ਂ͞ࠁを૿すதɺಛఆ
ٕೳ̍߸の֎ࠃਓυϥΠόʔを࠾༻すΔࣄ
ਓࠃɻಛఆٕೳ̍߸のத͖ͨͯ͑૿͕ऀۀ
υϥΠόʔをࠃ಺で࠷ॳʹ࠾༻ͨ͠のはɺट
౎ݍのऀۀࣄでɺࡢ೥݄̐ͩͬͨɻ͜のத
೥೔ຊ̒ࢉɺ௨͠ۀਓは೔ຊのେֶをଔࠃ
ʹ଺ͯ͠ࡏ ͍ͨͨΊɺ೔ຊޠʹ໰୊はͳ͔ͬ
ͨ͜ ͱ͔Βɺಛఆٕೳ̍߸の֨ࢿऔಘͱಉ࣌
ਓࠃ֎ɻͦΕҎ߱ɺಛఆٕೳのͨ͠༺࠾ʹ
υϥΠόʔを࠾༻すΔͯ͑૿͕ऀۀࣄ ͍Δɻ

ۙ
ـ
地
ํ
の
あ
る
中
খ

事
業
者
は「
当
໘
は
荷
物
よ

り
も
、
人
ࡐ
確
保
を
༏
先
し

て
౤
資
し
て
い
く
。
人
ࡐ
が

確
保
で
き
れ
͹
Կ
で
も
で
き

る
」
と
い
う
ํ
਑
で
、
特
に

イ
ン
ド
ω
γ
ア
人
の
࠾
用
を

進
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
ํ

਑
の
も
と
、
最
ॳ
は
ࡢ
年
８

月
に
２
人
、
そ
の
後
、
今
年

２
月
に
１
人
と
３
月
に
３
人

が
ೖ
社
し
、
取
ࡐ
時
点
で
は

６
人
を
社
員
と
し
て
࠾
用
し

て
い
た
。
い
ず
れ
も
、
ւ
外

人
ࡐ
を
ઐ
໳
と
す
る
人
ࡐ
঺

հ
会
社
を
通
じ
た
࠾
用
だ
。

ॅ
ま
い
は
、
会
社
が
一
ݢ

家
や
ア
ύ
ー
ト
を
आ
り
て
提

供
。
社
内
教
育
に
は
約
半
年

を
か
け
、
業
務
は
２
Ἁ
車
に

よ
る
ۙ
ڑ
཭
の
ళ
ฮ
配
送
か

間
は
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
ब

労
が
可
ೳ
と
な
る
。

こ
の
事
業
者
は
、３
年
前

か
ら
同
様
の
γ
ス
ς
ム
を

導
ೖ
し
、
こ
れ
ま
で
外
部
の

ޠ
ֶ
ֶ
ߍ
に
通
わ
せ
て
い
た

が
、
今
回
、
自
社
の
日
本
ޠ

ֶ
ߍ
で
ޠ
ֶ
教
育
を
行
う
体

制
に
੾
り
ସ
え
た
。
関
࿈
会

社
を
特
定
技
ೳ
の
ొ
録
支
援

機
関
と
し
て
お
り
、
࠾
用
か

ら
教
育
、
定
着
支
援
ま
で
を

一
体
的
に
行
う
こ
と
で
、
外

部
の
人
ࡐ
঺
հ
会
社
を
հ
さ

ず
、
安
定
的
な
人
ࡐ
確
保
に

つ
な
͛
る
ૂ
い
だ
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
外
国
人

ド
ラ
イ
バ
ー
を
ੵ
ۃ
的
に
࠾

用
す
る
事
業
者
は
૿
え
て
き

て
お
り
、
人
ࡐ
確
保
の
有
力

な
手
段
と
し
て
定
着
し
つ
つ

あ
る
。

（
෺
ྲྀ
δ
Ỿ
ー
φ
Ϧ
ε
τ

৿
ా
෋
࢜
෉
）

ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。
こ
の

よ
う
に
、３
～
４
人
ず
つ
を

ॱ
次
࠾
用
・
教
育
し
、
ઓ
力

化
し
て
い
く
計
ը
で
、
一
人

৐
務
は
２
Ἁ
車
か
ら
始
め
、

ܦ
ݧ
を
ੵ
ん
で
中
型
車
、
大

型
車
、
ト
Ϩ
ー
ラ
へ
と
、
段

階
的
に
Ω
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
さ

せ
て
い
く
と
い
う
。
定
着
を

重
ࢹ
し
、
無
理
の
な
い
育
成

を
進
め
る
ํ
਑
だ
。

最
ॳ
に
ೖ
社
し
た
う
ͪ

の
一
人
の
̨
さ
ん（
26
）は

「
イ
ン
ド
ω
γ
ア
で
は
日
本

の
中
ݹ
ト
ラ
ッ
ク
が
ଟ
く
走

っ
て
お
り
、
ト
ラ
ッ
ク
޷
き

の
ए
者
に
日
本
車
は
人
ؾ
が

あ
る
。
৐
務
し
て
い
る
新
し

い
ト
ラ
ッ
ク
の
ࣸ
ਅ
を
送
る

と
、
฼
国
の
༑
人
か
ら
ત
ま

し
が
ら
れ
る
」
と
࿩
す
。
イ

人
に
と
っ
て
も
家
଒
を
支
え

る
手
段
と
な
っ
て
い
る
。

同
社
の
社
長
は
、
こ
う
し

た
点
か
ら
イ
ン
ド
ω
γ
ア
人

ド
ラ
イ
バ
ー
は
日
本
の
運
送

業
に
適
し
て
い
る
と
み
て
お

り
、
当
໘
は
人
ࡐ
౤
資
を
༏

先
し
、３
年
以
内
に
ド
ラ
イ

バ
ー
１
０
０
人
の
う
ͪ
、
30

人
を
特
定
技
ೳ
の
外
国
人
ド

ラ
イ
バ
ー
と
す
る
計
ը
だ
。

一
ํ
、
ट
都
圏
の
事
業
者

は
、
今
年
４
月
か
ら
、
本
社

ۙ
く
に
日
本
ޠ
ֶ
ߍ
を
開
ߍ

し
た
。
同
社
は
現
在
、
約
１

１
０
０
人
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を

๊
え
、
ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
に

ۤ
労
は
し
て
い
な
い
。
平
均

年
ྸ
は
取
ࡐ
時
点
で
40
・
３

ࡀ
と
ൺ
ֱ
的
ए
い
が
、
日
本

の
人
口
構
଄
を
౿
ま
え
、
ক

དྷ
的
な
労
働
力
不
଍
を
見
ਾ

え
て
い
る
。「
３
年
後
に
ド

ラ
イ
バ
ー
を
１
４
０
０
人
に

૿
や
し
、
そ
の
う
ͪ
約
７
ˋ

に
当
た
る
１
０
０
人
を
グ
ϩ

ー
バ
ル
社
員
と
す
る
こ
と
を

目
指
す
」
ํ
਑
で
、
そ
の
人

ࡐ
確
保
・
育
成
を
目
的
に
、

日
本
ޠ
ֶ
ߍ
を
開
ߍ
し
た
。

日
本
ޠ
ֶ
ߍ
に
は
二
つ
の

コ
ー
ス
が
あ
り
、
一
つ
は
日

本
ޠ
ೳ
力
ࢼ
）ݧ
̟
̡
Ｐ
̩
）

の
̣
５
お
よ
び
外
国
ޠ
の
श

ख़
度
を
示
す
国
ࡍ
指
ඪ（
̘

̚
̛
̧
）の
̖
１
Ϩ
ベ
ル
か

ら
２
年
で
̘
̚
̛
̧
の
̗
２

Ϩ
ベ
ル
౸
達
を
目
指
し
、
も

う
一
つ
は
̟
Ｐ
̡
̩
の
̣
４

Ϩ
ベ
ル
お
よ
び
̘
̚
̛
̧
の

̖
２
Ϩ
ベ
ル
か
ら
１
年
６
か

月
で
̘
̚
̛
̧
の
̗
２
Ϩ
ベ

ル
౸
達
を
目
ඪ
と
す
る
。

在
ֶ
中
は
、
同
社
で
ि
2�

時
間
の
ब
労
が
可
ೳ
で
、
生

活
費
の
ෛ
担
が
཈
え
ら
れ
る

࢓
組
み
だ
。
運
転
໔
許
を
外

໔
੾
ସ
で
は
な
く
日
本
で
取

得
さ
せ
、
特
定
技
ೳ
１
߸
を

取
得
す
れ
͹
、
ଔ
業
後
５
年

ン
ド
ω
γ
ア
の
月
給
は
３
～

４
ສ
ԁ
程
度
で
あ
っ
た
が
、

現
在
は
ຖ
月
両
਌
に
４
ສ
ԁ

を
࢓
送
り
し
て
い
る
と
い

う
。
日
本
で
の
ब
労
は
、
本

人材確保へ外国人活用進む

自社採用へ語学学校を開設

特
定
技
能
ド
ラ
イ
バ
ー
採
用
拡
大

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
・

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
࿈

合
会
の
求
荷
求
車
情
報
ω
ッ

ト
ϫ
ー
ク
Ｗ
ｅ
ｂ
̠
̞
̩
の

成
約
運
௞
指
数
に
よ
る
と
、

令
和
８
年
３
月
の
指
数
は
１

４
２
で
、
前
月
よ
り
６
⻲
上

回
っ
た
が
、
前
年
同
月
を
１

⻲
下
回
っ
た
。
４
か
月
࿈
続

で
前
年
同
月
ൺ
を
下
回
っ
た

が
、
依
然
と
し
て
高
い

水
४
を
維
持
し
て
い
る
。

７
年
度
の
指
数
は
１

３
４
・
２
で
、
前
年
度

よ
り
０
・
７
⻲
上
回
り
、
過

去
最
高
水
४
と
な
っ
た
。
荷

物
重
量
４
Ἁ
以
下
は
１
４

３
・
５
で
同
１
・
７
⻲
上
回

っ
た
が
、
荷
物
重
量
４
Ἁ
௒

は
１
２
６
・
３
で
同
０
・
５

⻲
下
回
っ
た
。

荷
物
情
報（
求
車
）
ొ
録

件
数
は
16
ສ
６
７
３
１
件

で
、
前
年
同
月
ൺ
14
・
１
ˋ

ݮ
গ
。
成
約
཰
は
15
・
２
ˋ

で
同
２
・
０
⻲
૿
加
し
た
。

ް
生
労
働
省

は
、
令
和
８
年
４

月
か
ら
９
年
３
月

ま
で
の
ޏ
用
保
ݥ

料
཰
を
公
表
し

た
。こ
れ
に
よ
り
、

全
て
の
事
業
区
分

で
前
年
度
か
ら
料

཰
が
引
き
下
͛
ら

れ
る
。

一
ൠ
の
事
業

（
೶
ྛ
水
産
・
ਗ਼

酒
੡
଄
・
ݐ
設
事

業
以
外
）に
お
け

る
ޏ
用
保
ݥ
料
཰

は
、
労
働
者
ෛ
担

８
・
５
と
な
り
、
合
計
１
０

０
０
分
の
13
・
５
と
な
る
。

前
年
度
の
１
０
０
０
分
の

14
・
５
か
ら
０
・
１
ˋ
の
引

き
下
͛
と
な
る
。

今
回
の
改
定
で
は
、
ࣦ
業

等
給
付
お
よ
び
育
ࣇ
ٳ
業
給

付
の
保
ݥ
料
཰
が
引
き
下

͛
ら
れ
、
労
働
者
・
事
業
主

と
も
に
、
一
ൠ
の
事
業
で
１

０
０
０
分
の
５
に
౷
一
さ
れ

た
。
一
ํ
、
事
業
主
の
み
が

ෛ
担
す
る「
ޏ
用
保
ݥ
二
事

業
」の
保
ݥ
料
཰
は
、一
ൠ
の

事
業
で
１
０
０
０
分
の
３
・

５
と
ਾ
え
置
か
れ
て
い
る
。

新
た
な
料
཰
は
、
４
月
１

日
以
降
に
క
日
が
౸
དྷ
す
る

関
東
運
輸
局
お
よ
び
東
京

運
輸
支
局
、
自
動
車
技
術
総

合
機
構
関
東
検
査
部
は
、
４

月
か
ら
検
査
窓
口
の
交
付
業

務
お
よ
び
検
査
コ
ー
ス
に
お

け
る
৹
査
業
務
に
つ
い
て
、

正
午（
12
時
）で
業
務
を
ٳ

止
す
る
。
働
き
ํ
改
革
の
一

環
と
し
て
実
施
す
る
も
の
。

こ
れ
に
伴
い
、
検
査
窓
口

で
の
車
検
証
更
新
手
続
き

や
、
検
査
コ
ー
ス
に
お
け
る

ج
४
適
合
性
৹
査
は
い
ず
れ

も
12
時
か
ら
13
時
ま
で
ٳ
止

し
、13
時
か
ら
再
開
す
る
。

な
お
、
12
時
時
点
で
検
査

コ
ー
ス
内
に
あ
る
車
両
に

つ
い
て
は
、
検
査
に
合
格
し

た
場
合
で
も
、
車
検
証
更
新

手
続
き
は
13
時
以
降
の
対
応

と
な
る
。
ま
た
、
待
機
ྻ
に

ฒ
ん
で
い
る
車
両
に
つ
い
て

も
、
予
約
・
受
付
時
間
に
か

か
わ
ら
ず
、
৹
査
は
13
時
以

降
に
実
施
さ
れ
る
。

な
お
、
午
後
の
検
査
関
係

受
付
時
間（
12
時
45
分
～
15

時
45
分
）に
ม
更
は
な
い
。

東
ト
協
は
４
月
か

ら
、令
和
８
年
度「
信

用
保
証
料
助
成
事

業
」
を
実
施
し
て
い

る（
ຊ
߸
ʹ
Ҋ
಺
ν

ϥ
γ
Λ
ಉ
෧
）。

同
事
業
は
、
会
員

事
業
者
の
ܦ
Ӧ
安
定

を
目
的
に
、
η
ー
ϑ

ς
ỹ
ω
ッ
ト
保
証
や
ܹ
ਙ
ࡂ

֐
関
係
保
証
に
係
る
区
市
ொ

村
長
な
ど
の
認
定
を
受
け
た

場
合
、
信
用
保
証
料
の
一
部

を
助
成
す
る
も
の
。

ừ
助
੒
対
象
Ử

①
ܠ
況
の
悪
化
な
ど
に
よ

り
ܦ
Ӧ
の
安
定
に
支
ো
が
生

じ
て
い
る
会
員

事
業
者
で
、
η

ー
ϑ
ς
ỹ
ω
ッ

ト
保
証
に
係
る

区
市
ொ
村
長
な
ど
の
認
定
に

ج
ͮ
き
、
信
用
保
証
協
会
の

保
証
を
受
け
、
保
証
料
を
支

෷
っ
た
場
合

②
ܹ
ਙ
ࡂ
֐
に
伴
う
ඃ
֐

に
つ
い
て
、
区
市
ொ
村
長
な

ど
の「
り
ࡂ
証
明
書
」
に
ج

ͮ
き
、
信
用
保
証
協
会
の
保

証
を
受
け
、
保
証
料
を
支
෷

っ
た
場
合

ừ
金
༥
機
関
ͷ
ൣ
ғ
Ử

信
用
保
証
協
会
が
ି
付
金

な
ど
の
࠴
務
保
証
を
行
う
す

べ
て
の
金
༥
機
関

ừ
助
੒
額
Ử

１
事
業
者
当
た
り
支
෷
保

証
料
の
２
分
の
１
と
し
、
η

ー
ϑ
ς
ỹ
ω
ッ
ト
保
証
は
20

ສ
ԁ
、「
ܹ
ਙ
ࡂ
֐
関
係
保

証
」
は
40
ສ
ԁ
を
そ
れ
ͧ
れ

上
限
と
す
る（
限
度
ֹ
に
達

す
る
ま
で
再
助
成
）。
な
お
、

公
的
機
関
か
ら
助
成
を
受
け

た
場
合
は
、
そ
の
ֹ
を
差
し

引
い
た
金
ֹ
を
対
象
と
す
る

ừ
ద
༻
期
間
Ử

４
月
１
日
～
９
年
２
月
2�

日
の
間
に
信
用
保
証
協
会
が

保
証
し
た
日

ừ
ਃ
੥
ड
෇
期
間
Ử

４
月
１
日
～
９
年
３
月
１

日（
郵
送
ま
た
は
持
参
ʗ
土・

ट
都
高
速
道
路
は
３
月
31

日
、
各
種
ׂ
引
制
度
に
つ
い

て
、
今
年
４
月
以
降
も
継
続

実
施
す
る
と
発
表
し
た
。
今

回
の
措
置
は
、

３
月
຤
で
期
限

を
ܴ
え
る
ׂ
引

制
度
に
つ
い

て
、
３
月
30
日

付
で
国
土
交
通

大
ਉ
の
事

業
許
可
を

受
け
た
こ

と
に
よ
る

も
の
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
年

９
月
຤
ま
で
現
行
の
内
容
を

維
持
し
た
ま
ま
継
続
さ
れ
る
。

継
続
対
象
と
な
る
主
な
ׂ

が
１
０
０
０
分
の
５
、
事
業

主
ෛ
担
が
１
０
０
０
分
の

日
༵
、
ॕ
日
、
年
຤
年
始
の

ٳ
日
を
আ
く
）

ừ
助
੒
金
ͷ
ฦ
ؐ
Ử

༥
資
の
܁
り
上
͛
ঈ
ؐ
な

ど
に
よ
り
信
用
保
証
協
会
か

ら
保
証
料
の
ฦ
ؐ
を
受
け
た

場
合
は
、
そ
の
日
か
ら
14
日

以
内
に
東
ト
協
へ
申
告
し
、

ฦ
ؐ
ֹ
に
対
応
す
る
助
成
金

を
ฦ
ೲ
す
る

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
財
務
部
交
付
金
会
計
Ｇ

（
☎
03
・
３
３
５
９
・
４
１

３
６
）

引
は
、
大
口
・
ଟ
ස
度
ׂ
引

（
最
大
ׂ
引
཰
45
ˋ
）、
都
心

流
ೖ
ׂ
引
、
都
心
流
ೖ
・
࿷

؛
線
༠
導
ׂ
引
の
３
つ
。
い

ず
れ
も
ׂ
引
内
容
に
ม
更
は

な
い
。

ま
た
、
今
年
10
月
に
予
定

す
る
料
金
改
定
に
あ
わ
せ
、

こ
れ
ら
の
ׂ
引
を
２
０
３
１

年
３
月
຤
ま
で
継
続
す
る
ํ

向
で
、
今
後
あ
ら
た
め
て
事

業
許
可
申
請
を
行
う
予
定
と

し
て
い
る
。

給
༩
か
ら
適
用
さ
れ
る
た

め
、
事
業
者
に
お
い
て
は
給

༩
計
算
へ
の
反
ө
に
ཹ
意
が

必
要
だ（
̔
໘
ʹ
ؔ
࿈
記
ࣄ
）。

運
賃
指
数

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ

̏
݄
͸
̍
̐
̎
ʹ

લ
೥
ൺ
̍
⻲
ݮ
গ

શ ト 協
೔՟協࿈

ؔ
ӡ
ہ

東
ӡ
ࢧ
ہ

ݕ
査
ۀ
຿
ਖ਼
ޕ
ٳ
ࢭ
΁

ࣄ
ۀ
ओ
ෛ
୲
����
ˋ
Ҿ
͖
Լ
͛

η
ồ
ϑ
ς
ỹ
ω
ỽ
τ
อ
ূ

̍
ࣾ
࠷
େ
��
ສ
ԁ

֤
छ
ׂ
Ҿ
Λ
ܧ
ଓ

େ
ޱ
ɾ
ଟ
ස
度
ͳ
Ͳ

݄̕຤·Ͱ

ट都ߴ

ྉ཰Λվఆް࿑省ݥอ༺ޏ

৴༻อূྉΛॿ੒東ト協
８年度
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øý
೔

総
務
委
員
会

øþ
೔

੨
年
部
正
副
本
部
長

会
議

øÿ
೔

物
流
ܦ
Ӧ
士
課
程
▽

ւ
上
コ
ン
ς
φ
ઐ
໳
部
会

øý
೔
 

15
時
＝
ト
ラ
ッ
ク

ϑ
ỻ
ス
タ
̩
̤
̠
̮
̤
２

０
２
６
実
行
プ
ϩ
ジ
ỻ
ク

ト
ϫ
ー
Ω
ン
グ
グ
ル
ー
プ

会
議（
東
ト
総
合
会
館
ʗ

Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）

øþ
೔
 

15
時
＝
出
൛
・
ҹ

࡮
・
੡
本
・
取
次
ઐ
໳
部

会
໾
員
会（
東
ト
総
合
会

館
）

ù÷
೔
 

11
時
＝
ঁ
性
部
正

副
本
部
長
会
議（
東
ト
総

合
会
館
）
˝
15
時
＝
タ
ン

ク
ト
ラ
ッ
ク
ઐ
໳
部
会
委

員
会（
同
）

ùù
೔
 

13
時
30
分
＝
物
流

ừ
̏
݄
16
Ỗ
31
೔
Ử

ừ
̐
݄
16
Ỗ
30
೔
Ử

ừ
ߓ
ࢧ
෦
Ử

˗
Ϡ
マ
ト
運
輸
ג
ࣜ
会
社

東
京
ߓ
主
管
支
ళ
＝
ߓ
区
ւ

؛
３
の
15
の
14
▽
☎
03
・
５

６
５
６
・
２
６
２
３
▽
一
ൠ

貨
物
運
送（
ී
通
車
２
８
４

୆
、খ
型
車
24
୆
）、軽
車
両

等
運
送（
４
୆
）

ừ
଍
ཱ
ࢧ
෦
Ử

˗
ג
ࣜ
会
社
ܵ
運
送
ళ
＝

଍
立
区
ക
田
６
の
16
の
５
▽

☎
03
・
６
８
０
６
・
４
８
７

３
▽
一
ൠ
貨
物
運
送（
ී
通

車
２
୆
、খ
型
車
３
୆
）、軽

車
両
等
運
送（
３
୆
）、ར
用

運
送

ừ
ଟ
ຎ
ࢧ
෦
Ử

˗
エ
ϑ
エ
ス
ϩ
ジ
ス
ς
ỹ

ッ
ク
ス
ג
ࣜ
会
社
＝
෢
ଂ
村

山
市
中
ԝ
２
の
１
５
３
の
３

▽
☎
０
４
２
・
８
４
３
・
８

７
７
０
▽
一
ൠ
貨
物
運
送

（
ී
通
車
11
୆
、
খ
型
車
１

୆
）、ར
用
運
送

ܦ
Ӧ
士
課
程（
東
ト
総
合

会
館
）

ùú
೔
 

13
時
30
分
＝
東
ト

協
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
ς

ス
ト
ֶ
Պ
ڝ
技（
東
ト
総

合
会
館
）

ùû
೔
 

15
時
＝
引
ӽ
ઐ
໳

部
会
໾
員
会（
東
ト
総
合

会
館
）

東
ژ
౎
ト
ラ
ッ
Ϋ
ަ
௨

Ҩ
ࣇ
౳
ॿ
੒
ࡒ
ஂ
ʹ
、
࣍
の

ํ
ʑ
͔
Β
د
ෟ
が
͋
Γ
·
し

た
。

˖
த
ԝ
支
部（
ᖒ
഼
३
支

部
長
）
ử
ࣸ
ਅ
ᶃ
は
ਫ
໺
ޭ

会
長
ʹ
د
ෟ
ۚ
を
ଃ
ఄ
͢
Δ

ᖒ
഼
ࢯ
᷁

˖
଍
ཱ
支
部（
ௗ
ϊ
ւ
ֶ

支
部
長
）
ử
ࣸ
ਅ
ᶄ
は
ਫ
໺

会
長
ʹ
د
ෟ
ۚ
を
ଃ
ఄ
͢
Δ

ௗ
ϊ
ւ
ࢯ
᷁

໾
員
会

øĀ
೔

労
務
ް
生
委
員
会

ùú
೔

東
京
都
貨
物
自
動
車

運
送
適
正
化
事
業
実
施
機

関
評
議
委
員
会

ùü
೔

理
事
会
▽
੨
年
部
װ

事
会

ùý
೔

ϩ
ジ
研
本
部
࿈
བྷ
会

意
見
交
׵
会

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
労

務
ް
生
委
員
会（
大
∁
一
ٛ

委
員
長
）は
３
月
19
日
、
東

ト
総
合
会
館
で
令
和
７
年
度

第
２
回
委
員
会（
Ｗ
ｅ
ｂ
併

用
）を
開
催
し
、
７
年
度
労

務
ް
生
関
係
事
業
の
実
施
報

告
お
よ
び
８
年
度
実
施
計
ը

を
৹
議
・
承
認
し
た
。

冒
頭
、大
∁
委
員
長
は「
ถ

国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ

ラ
ン
߈
ܸ
を
എ
ܠ
に
、
ホ
ル

ム
ζ
ւ
ڦ
が
事
実
上
෧
࠯
状

態
と
な
り
、
燃
料
価
格
が
急

騰
し
て
い
る
。
業
界
を
取
り

ר
く
環
境
は
、
一
段
と
ݫ
し

さ
を
૿
し
て
い
る
」
と
し
た

上
で
、「
こ
う
し
た
中
で
も

事
業
運
Ӧ
の
ج
൫
維
持
に
向

け
、
労
務
体
制
の
整
備
に
引

き
続
き
適
੾
に
対
応
し
て
い

く
」と
述
べ
た
。

議
事
で
は
、７
年
度
事
業

に
つ
い
て
݈
߁
労
働
の
ଅ
進

を
ப
に
、
݈
߁
起
Ҽ
事
故
の

防
止
、
労
務
管
理
の
ਪ
進
、

෱
ར
ް
生
対
策
の
ਪ
進
を
報

告
し
た
。

݈
߁
起
Ҽ
事
故
防
止
で

は
、定
期
݈
߁
਍
அ
の
本
部・

支
部
に
よ
る
集
団
݈
਍
の
ほ

か
、
ਭ
຾
時
無
呼
ٵ
症
ީ
܈

（
̨
̖
̨
）ス
ク
リ
ー
χ
ン
グ

検
査
や
೴
̢
̧
̞
݈
਍
の
受

਍
費
用
を
一
部
助
成
。
本
部

݈
਍
は
５
８
０
人
、
支
部
݈

਍
は
１
ສ
４
８
８
２
人
が
助

成
の
対
象
と
な
り
、
い
ず
れ

も
前
年
度
を
上
回
っ
た
。
本

部・支
部
݈
਍
で
は
、助

成
ֹ
を
あ
ら
か
じ
め
差

し
引
く
よ
う
に
し
た
た

め
、
事
業
者
の
事
務
ෛ

担
軽
ݮ
と
な
り
、
受
਍

૿
加
に
つ
な
が
っ
た
。

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
助
成
事
業
の
う

ͪ
、
݂
ѹ
計
導
ೖ
ଅ
進

助
成
は
95
୆
の
申
請
が

あ
り
、
前
年
度
ൺ
52
୆

૿
加
。
ま
た
、
業
務
前

自
動
点
呼
の
制
度
化
を

എ
ܠ
に
、
݂
ѹ
ଌ
定
を

ؚ
Ή
݈
߁
管
理
の
徹
底

が
進
ん
で
い
る
。

８
年
度
の
実
施
計
ը（
Ҋ
）

で
は
、
時
代
の
ม
化
に
応
え

る
ੵ
ۃ
予
算
と
し
て
、
ド
ラ

イ
バ
ー
ϑ
Ỹ
ー
ス
ト
事
業
の

ॆ
実
を
図
る
た
め
、
定
期
݈

߁
਍
அ
受
਍
費
用
の
助
成
ֹ

を
１
人
当
た
り
２
０
０
０
ԁ

か
ら
３
０
０
０
ԁ
に
引
き
上

͛
る
一
ํ
、
対
象
人
数
を
３

ສ
人
か
ら
２
ສ
５
０
０
０
人

に
見
௚
す
。
ま
た
、
̨
̖
̨

ス
ク
リ
ー
χ
ン
グ
検
査
の
助

౦
τ
ڠ
ࣄ
຿
ہ
ਓ
ࣄ

（
３
月
31
日
）

ୀ
৬（
総
務
部
޿
報
・
情

報
グ
ル
ー
プ
主
任
）
ࠇ
ᖒ
୓

ඒ

（
４
月
１
日
）

࠾
用
＝
総
務
部
޿
報
・
情

報
グ
ル
ー
プ
係
員
、
๛
ౡ
ѥ

東
ト
協
ߥ
川
支

部（
金
原
༟
一
支

部
長
）は
３
月
19

日
、
ߥ
川
区（
ୌ

口
ֶ
区
長
）と「
大

規
模
ࡂ
֐
時
に
お

け
る
資
機
ࡐ
等
の

ି
༩
に
関
す
る
協

定
」を
క
結
し
た
。

同
協
定
は
、
ࡂ

֐
発
生
時
に
ߥ
川

支
部
会
員
の
事
業

所
な
ど
、
32
ڌ
点

で
保
有
す
る
バ
ー

ル
や
ジ
ャ
ッ
Ω
な

ୌ
口
区
長
は
あ
い
さ
つ

で
、「
ࡂ
֐
時
は
行
੓
だ
け

で
は
マ
ン
ύ
ϫ
ー
が
不
଍

し
、
ࠞ
ཚ
も
予
૝
さ
れ
る
」

と
指
摘
。
そ
の
上
で
、「
日

頃
か
ら
إ
の
見
え
る
関
係
に

あ
る
ߥ
川
支
部
と
協
定
を
結

Ϳ
こ
と
で
、
区
民
の
生
命
と

生
活
を
守
る
体
制
強
化
に
つ

な
が
る
」
と
の
認
識
を
示
し

た
。
ま
た
、
区
内
の
約
６
ׂ

が
໦
଄
ॅ
୐
ີ
集
地
域
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
౗
յ
家
԰
な

ど
で
の
ٹ
助
に
お
い
て
、
バ

ー
ル
で「
生
命
の
10
₉
ἇ
」

を
確
保
す
る
重
要
性
に
ݴ
及

し
、
今
回
の
協
定
క
結
の
意

ٛ
を
高
く
評
価
し
た
。

一
ํ
、金
原
支
部
長
は「
ྡ

઀
す
る
๽
田
・
୆
東
両
区
の

各
支
部
で
、
同
様
の
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
౿
ま
え
、
区
に
提
Ҋ

し
実
現
し
た
。
協
会
と
し

て
地
域
に
ߩ
ݙ
す
る
と
と

も
に
、
ࡂ
֐
時
の
緊
急
輸

送
も
ؚ
め
、
区
と
ີ
઀
に

࿈
ܞ
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。
さ
ら
に
、
支
部

会
員
事
業
者
に
加
え
、
ほ

か
の
運
輸
事
業
者
や
整
備

事
業
者
に
も
資
機
ࡐ
な
ど

の
配
備
を
޿
͛
、
備
え
の

強
化
を
提
Ҋ
し
た
。

ど
の
資
機
ࡐ
を
ି
༩
し
、
ඃ

ࡂ
者
の
ٹ
助
な
ど
ࡂ
֐
応
急

対
策
に
活
用
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
。
こ
れ
に
伴

い
、
当
日
は
ߥ
川
区
໾
所
４

階
区
長
応
઀
室
で
క
結
ࣜ
が

行
わ
れ
、
金
原
支
部
長（
ࣸ

ਅ
᷀
）と
ୌ
口
区
長
が
協
定

書
を
取
り
交
わ
し
た
。

成
ֹ
も
１
５
０
０
ԁ
か
ら
２

５
０
０
ԁ
に
૿
ֹ
す
る
。
೴

̢
̧
̞
݈
਍
の
助
成
対
象

は
、
こ
れ
ま
で
の
実
੷
を
౿

ま
え
５
０
０
人
か
ら
２
５
０

人
に
、
̨
̖
̨
ス
ク
リ
ー
χ

ン
グ
検
査
も
２
５
０
０
人
か

ら
２
０
０
０
人
に
そ
れ
ͧ
れ

見
௚
す（
ผ
ܝ
ࢀ
র
）。

こ
の
ほ
か
、
労
務
管
理
の

ਪ
進
に
つ
い
て
、
社
会
保
ݥ

労
務
士
の
高
ڮ
ᚸ
޾
ࢯ
・
খ

東
ト
協
は
、

令
和
８
年
度

「
݈
߁
਍
அ
助

成（
定
期
݈
߁

਍
அ
）
事
業
」

を
実
施
し
、
݈

਍
受
਍
費
用
の

一
部
を
助
成
し

て
い
る
。

ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
݈

߁
管
理
を
徹
底

す
る
こ
と
が
、

݈
߁
起
Ҽ
に
よ

る
重
大
事
故
の
ະ
然
防
止
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
受
਍

ଅ
進
を
図
る
た
め
実
施
し
て

い
る
も
の
。
今
年
度
は
助
成

ֹ
を
ै
དྷ
の
２
０
０
０
ԁ
か

ら
３
０
０
０
ԁ
に
引
き
上
͛

た
。実
施
要
ྖ
は
、次
の
通
り
。

ở
助
成
ֹ
ɾ
্
ݶ
਺
Ỡ

１
人
当
た
り
３
０
０
０

ԁ
、
１
社
に
つ
き
上
限
30
人

（
東
ト
協
ొ
録
車
両
数
ま
で
）

ở
助
成
対
象
者
Ỡ

東
ト
協
会
員
事
業

所
に
在
੶
す
る
ト
ラ

東
ト
協
は
４
月
１
日
か

ら
、
令
和
８
年
度「
೴
̢
̧

̞
݈
਍
助
成
」
の
申
請
受
付

を
開
始
し
て
い
る
。
受
付
期

間
は
９
年
１
月
29
日
ま
で

（
必
着
、
期
間
内
で
あ
っ
て

も
予
算
ֹ
に
達
し
次
第
、
受

付
終
了
）。

同
事
業

は
、
事
業
用

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
೴

݂
管
ҟ
常
の
早
期
発
見
・
早

期
࣏
ྍ
を
ଅ
進
し
、
݈
߁
保

持
と
݈
߁
起
Ҽ
事
故
の
防
止

を
図
る
た
め
、
೴
̢
̧
̞
݈

਍
の
受
਍
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
も
の
。

主
な
助
成
要
項
は
、
次
の

通
り
。

ở
助
成
対
象
事
業
者
Ỡ

会
費
の
଺
ೲ
が
な
い
東
ト

協
会
員
の
中
খ
ا
業
者（
資

本
金
の
ֹ
ま
た
は
出
資
の
総

ֹ
が
３
ԯ
ԁ
以
下
、
も
し
く

は
常
時
使
用
す
る
ै
業
員
数

が
３
０
０
人
以
下
）

ở
助
成
対
象
者
Ỡ

①
８
年
４
月
１
日
現
在
で

40
ࡀ
以
上
、
②
都
内
の
会
員

事
業
所
に
お

い
て
Ӧ
業
用

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
。
各
支
部
・
本

部
主
催
の
集
団
݈
਍
に
加

え
、
こ
れ
以
外
の
݈
਍
機
関

で
受
਍
し
た
場
合
も
対
象
。

ở
事
業
期
間
Ỡ

４
月
１
日
～
９
年
３
月
５

日
ま
で
に
受
਍
し
、
助
成
金

申
請
書
を
提
出（
必
着
）し

た
も
の
が
対
象
。

な
お
、
支
部
主
催
の
݈
߁

਍
அ
は
、８
年
度
内
に
支
෷

い
ॲ
理
が
׬
了
す
る
場
合
に

限
り
、
同
期
間
後
も
対
象
と

貨
物
自
動
車
の
運
転
に
ै

事
、
③
８
年
２
月
１
日
～
９

年
１
月
຤
の
間
に
受
਍
・
費

用
の
支
෷
い
が
׬
了
、
④
助

成
対
象
事
業
者
が
受
਍
費
用

を
ෛ
担
、
ᶇ
５
年
４
月
～
８

年
３
月
຤
の
間
に
、
本
助
成

事
業
助
成
金

の
交
付
申
請

を
し
て
い
な

い
―
―
の
各
事
項
す
べ
て
に

֘
当
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー

ở
助
成
ֹ
ɾ
ਓ
਺
Ỡ

１
人
当
た
り
１
ສ
ԁ（
提

ܞ
医
ྍ
機
関
に
お
け
る
受
਍

料
金
は
２
ສ
４
２
０
０
ԁ
・

੫
込
）。
１
事
業
者
に
つ
き

助
成
人
数
の
上
限
な
し

ر
子࠾

用
ʗ
৤
ୗ
＝
適
正
化
事

業
部
適
正
化
事
業
グ
ル
ー
プ

౷
ׅ
主
װ
、⅓
田
修

業
務
部
教
育
研
修
・
輸

送
グ
ル
ー
プ
主
査（
同
主
任
）

市
ڮ
޿
و
▽
財
務
部
ܦ
理
グ

ル
ー
プ
主
任（
同
係
員
）
౉

ᬒ
日
和
▽
業
務
部
教
育
研

修・輸
送
グ
ル
ー
プ
主
任（
同

係
員
）ඌ
ໟ
୩
୓
也

す
る
。
ま
た
、
支
部
・
本
部

主
催
以
外
の
݈
߁
਍
அ
を
９

年
３
月
６
日
以
降
に
受
਍
す

る
場
合
は
、
同
月
５
日
ま
で

に
申
請
書
類
を
、
同
月
1�
日

ま
で
に
請
求
書
・
ྖ
ऩ
書
を

提
出
し
た
場
合
に
限
り
対
象

と
な
る
。

※
本
部
・
支
部
主
催
の
݈

਍
受
਍
の
場
合
、
助
成
金
申

請
書
の
提
出
は
不
要

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
業
務
部
交
通・環
境
Ｇ（
☎

03
・
３
３
５
９
・
６
２
５
７
）

ở
助
成
対
象
ͷ
ݕ
ࠪ
Ỡ

೴
̢
̧
̞
݈
਍（
頭
部
̢

̧
̞
と
̢
̧
̖
検
査
の
η
ッ

ト
）を
受
け
た
場
合
で
、
保

ݥ
਍
ྍ
は
対
象
外
。
受
਍
予

約
は
、
医
ྍ
機
関
ま
た
は
運

転
ै
事
者
೴
̢
̧
̞
݈
਍
支

援
機
構
に
௚
઀
申
し
込
Ή
。

݈
਍
に
関
す
る
詳
細
は

同
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ

Ｐ
）、
助
成
金
申
請
の
詳
細

に
つ
い
て
は
東
ト
協
Ｈ
Ｐ
を

参
照
。

▽
助
成
金
の
問
い
合
わ

せ
・
申
請
先
＝
東
ト
協
業
務

部
交
通
・
環
境
Ｇ（
☎
03
・

３
３
５
９
・
６
２
５
７
）

ྛ
߂
和
ࢯ
に
引
き
続
き
労
務

૬
ஊ
員
と
し
て
委
৤
す
る
ほ

か
、労
務
関
係
資
料
の
࡞
成・

配
付
や
労
務
講
श
会
の
開
催

な
ど
を
継
続
す
る
。
෱
ར
ް

生
対
策
に
つ
い
て
も
引
き
続

き
取
り
組
Ή
こ
と
と
し
た
。

続
い
て
、
定
期
݈
਍
の
実

施
཰
向
上
策
に
つ
い
て
も
協

議
。
助
成
申
請
事
業
者
数
は

１
５
４
２
社
と
、
前
年
度
ൺ

7�
社
ݮ
গ
し
て
お
り
、
各
支

部
を
通
じ
て
周
知
徹
底
を
図

る
こ
と
と
し
た
。

②

①

υ
ϥ
Π
ό
ồ
ϑ
Ỹ
ồ
ε
τ
事
ۀ
ॆ
࣮
΁

݈
਍ɾ検
ࠪ
අ
༻
ॿ
੒
Λ
૿
ֹ

東
ト
協
ߥ
઒
ࢧ
෦

区と資機材等の貸与協定を締結

１
ࣾ
・
্
ݶ
ú÷
人
·
Ͱ

̍ਓ̏̌̌̌ԁʹ૿ֹ

݈
߁
ى
Ҽ
ͷ
事
故
防
止
΁

ఆ
ظ
݈
߁
਍
அ
ॿ
੒

東
ト
協

８
年
度

೴
̢
̧
̞
݈
਍
ॿ
੒
ͷ
࣮
ࢪ
東ト協
８年度

東ト協�࿑຿ްੜҕһձ
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る
会
員
向
け
情
報
提
供

の
一
環
と
し
て
、
４
月

１
日
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
Ｈ
Ｐ
）上
に「
質
問

受
付
」と「
̦
ˍ
̖
」（
い

ず
れ
も
会
員
限
定
）を

新
設
し
た
。

同
法
は
、
①
許
可
の

５
年
更
新
制
度
の
導

ೖ
、②「
適
正
原
価
」を

下
回
る
運
௞
・
料
金
の

制
限
、
③
委
ୗ
次
数
の

制
限
、④
違
法
な「
ന
ト
ラ
」

に
係
る
荷
主
等
の
取
り
క
ま

り
―
―
な
ど
を
ப
と
す
る
も

の
。
な
お
、
２
月
か
ら
は
、

関
係
資
料
を
Ｈ
Ｐ
上
に
ܝ
ࡌ

し
て
い
る
。

新
設
し
た「
質
問
受
付
」

で
は
、
会
員
事
業
者
か
ら
の

ٙ
問
や
不
安
に
対
し
、
関
係

東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
協
会
は
、
令
和

８
年
度
事
業
に
お

い
て
、
時
代
の
ม

化
に
応
え
る
ੵ
ۃ
予
算
を

ฤ
成
し
、
会
員
事
業
者
と

と
も
に
協
会
の
あ
る
べ
き

࢟
を
求
め
た
事
業
に
重
点

配
分
を
実
施
。「
ト
ラ
ッ

ク
適
正
化
二
法
に
対
す
る

ੵ
ۃ
的
な
౤
資
」「
ক
དྷ
を

見
ਾ
え
た
会
員
ج
൫
の
強

化
」「
ド
ラ
イ
バ
ー
ϑ
Ỹ
ー
ス

ト
事
業
の
ॆ
実
」
を
ப
に
、

各
種
施
策
を
ਪ
進
し
て
い
る
。

ద
ਖ਼
Խ
ೋ
๏
ͷ
̦
ˍ
̖
৽
ઃ

ձ
һ
ݶ
ఆ
Ͱ
࣭
໰
Λ
ड
෇

東
ト
協
は
、７
年
６
月
に

成
立
・
公
෍
さ
れ
た「
ト
ラ

ッ
ク
適
正
化
二
法
」
に
関
す

機
関
へ
の
確
認
を
行
っ
た
上

で
回
౴
を
࡞
成
し
、「
̦
ˍ

̖
」
と
し
て
公
開
す
る
こ
と

で
情
報
の
ڞ
有
化
を
図
る
。

ར
用
に
当
た
っ
て
は
、
ઐ

用
の
Ϣ
ー
β
ー
名
と
ύ
ス
ϫ

ー
ド
に
よ
る
ϩ
グ
イ
ン
が
必

要
。
質
問
は
１
回
の
ೖ
力
に

つ
き
１
件
と
し
、
؆
ܿ
に
記

ࡌ
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

な
お
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、

回
౴
の
ܝ
ࡌ
ま
で
に
時
間
を

要
す
る
場
合
が
あ
る
ほ
か
、

制
度
の
一
部
は
施
行
前
の
た

め
、
詳
細
が
確
定
次
第
、
ॱ

次
ܝ
ࡌ
す
る
。

東
ト
協
で
は
、
会
員
事
業

者
の
不
安
ղ
ফ
と
ਝ
速
な
情

報
提
供
に
つ
な
͛
た
い
と
し

て
お
り
、
各
支
部
を
通
じ
た

周
知
と
活
用
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
業
務
部
交
通・環
境
Ｇ（
☎

03
・
３
３
５
９
・
６
２
５
７
）

ࢧ
෦
࿈
ܞ
Ͱ
ձ
һ
ج
൫
ڧ
Խ

౎
಺
事
業
者
ͷ
ೖ
ձ
ଅ
ਐ
΁

東
ト
協
は
、
会
員
ج
൫
の

強
化
を
目
的
に
、
各
支
部
を

主
体
と
し
た
ະ
加
ೖ
事
業
者

へ
の
ೖ
会
ଅ
進
活
動
を
実
施

す
る
。
活
動
期
間
は
５
月
຤

ま
で
。

協
会
の
会
員
数
は
、
平
成

ॳ
期
の
約
５
０
０
０
者
か
ら

現
在
は
３
０
０
０
者
を
下
回

り
、
都
内
事
業
者
の
加
ೖ
཰

も
６
ׂ
程
度
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
今
後
、
労
働
力
人
口

の
ݮ
গ
や
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化

二
法
の
施
行
に
伴
う
事
業
許

東
ト
協
は
、
令
和
８
年
度

の
ॳ
任
運
転
者
特
ผ
講
श

を
、
４
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

で
各
月
６
～
８
回
ほ
ど
開
催

す
る
。

講
श
は
、
国
土
交
通
省
告

示
の「
貨
物

自
動
車
運
送

事
業
者
が
事

業
用
自
動
車

の
運
転
者
に
対
し
て
行
う
指

導
及
び
؂
ಜ
の
指
਑
」
に
ج

ͮ
く「
ॳ
任
運
転
者
に
対
す

る
特
ผ
な
指
導
」
12
項
目
の

う
ͪ
࠲、
ֶ
部
分
に
つ
い
て
、

̚
ラ
ー
χ
ン
グ
業
者
の
講
ࢣ

が
15
時
間
実
施
す
る
。

受
講
対
象
者
は
、
都
内
の

会
員
事
業
所
に
所
ଐ
す
る
ॳ

任
運
転
者
。
た
だ
し
、
過
去

３
年
間
に
ଞ
の
一
ൠ
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
者
な
ど
で
運

転
者
と
し
て
常
時
選
任
さ
れ

た
ܦ
ݧ
が
あ
る
者
は
আ
く
。

開
催
日
程
は
、
２
日
間
コ

ー
ス（
午
前
９
時
～
午
後
６

時
）と
３
日
間
コ
ー
ス（
午

前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
）

を
設
定
。
い
ず
れ
も
ॕ
日
を

আ
い
て
実
施
し
、
ன
60
分
の

ほ
か
、30
分
の
ٳ
ܜ
を
ؚ
Ή
。

３
日
間
コ
ー
ス
で
は
、
ر
望

者
に
対
し「
ς
ー
ル
ή
ー
ト

リ
ϑ
タ
ー
特
ผ
教
育
」（
午
後

４
時
10
分
～
５
時
30
分
）も

実
施
す
る
。

申
し
込
み
は
、
東
ト
協
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）
本
講

श
会「
開
催
Ҋ
内
」
か
ら
の

事
前
予
約
制
。
క
め
੾
り
は

東
ト
協
は
、
令
和
８
年
度

の
動
ը
配
信
に
よ
る
運
転
者

教
育（
法
定
12
項
目
）を
、４

月
１
日
か
ら
実
施
し
て
い

る
。
受
講
料
は
無
料（
通
信

費
な
ど
は
各
自
ෛ
担
）。

講
श
は
、
国
土
交

通
省
告
示「
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
者
が

事
業
用
自
動
車
の
運

転
者
に
対
し
て
行
う

指
導
及
び
؂
ಜ
の
指

਑
」
に
ج
ͮ
く「
指

導
及
び
؂
ಜ
の
内

容
」
に
規
定
さ
れ
る

「
法
定
12
項
目
の
運

転
者
教
育
」
に
つ
い

て
、
運
転
者
が
ࢹ
ௌ

す
る
教
育
動
ը
の
配
信
ํ
ࣜ

に
よ
り
、
実
施
す
る
も
の
。

１
年
間
で
全
12
本
の
動
ը
が

配
信
さ
れ
る
。

動
ը
配
信
と
と
も
に
、
教

育
に
係
る
ࢼ
問（
Ｐ
̙
̛
デ

受
講
日
の
１
ि
間
前
の
月
༵

日
ま
で
。受
講
料
は
無
料（
通

信
費
な
ど
は
各
自
ෛ
担
）。

講
श
の
教
育
実
施
記
録
฽

は
、
̚
ラ
ー
χ
ン
グ
業
者
か

ら
ϑ
Ỽ
ー
マ
ッ
ト
が
配
信
さ

れ
る
た
め
、
会
員
管
理
者
は

内
容
を
確
認
・
検
ҹ
の
上
、

運
転
者
୆
ா
に
受
講
年
月
日

を
記
ࡌ
し
、３
年
間
保
存
す

る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
実

車
を
用
い
た
日
常
点
検
や
車

高
・
ࢹ
野
・
死
֯
・
内
ྠ
差
、

制
動
ڑ
཭
、
ト
ラ
ッ
ク
の
構

଄
特
性
、
貨
物
の
ੵ
ࡌ
・
ݻ

റ
ํ
法
に
関
す
る
指
導
に
加

え
、
20
時
間
以
上
の
ఴ
৐
指

導
は
各
事
業
者
で
の
確
実
な

実
施
が
求
め
ら
れ
る
。

詳
細
は
、
東
ト
協
Ｈ
Ｐ
を

参
照
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
業
務
部
交
通・環
境
Ｇ（
☎

03
・
３
３
５
９
・
３
６
１
８
）

ー
タ
）が
提
供
さ
れ
、
プ
リ

ン
ト
ア
΢
ト
し
た
も
の
に
運

転
者
が
ղ
౴
し
、
管
理
者
が

確
認
の
上
、３
年
間
保
存
す

る
必
要
が
あ
る
。あ
わ
せ
て
、

運
転
者
周
知
用
の
ポ
ス
タ
ー

や
、
交
通
安
全
・
݈
߁

管
理
に
関
す
る
教
育
動

ը
を
配
信
す
る
。

受
講
対
象
者
は
、
都

内
の
会
員
事
業
所
に
所

ଐ
す
る
事
業
用
ト
ラ
ッ

ク
運
転
者
。
実
施
期
間

は
、
４
月
１
日
か
ら
９

年
３
月
31
日
ま
で
。

申
し
込
み
は
、
東
ト

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ

Ｐ
）の「
申
込
ϑ
Ỽ
ー

ム
」か
ら
行
う
。

詳
細
は
、
東
ト
協
Ｈ
Ｐ
を

参
照
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
業
務
部
交
通・環
境
Ｇ（
☎

03
・
３
３
５
９
・
３
６
１
８
）

所
ଐ
す
る
運
転
者
な
ど
で
、

協
定
先
認
定
機
関
で
受
਍
す

る
ॳ
任
਍
அ
お
よ
び
適
ྸ
਍

அừ補
助
金
額
Ử

受
਍
１
人
当
た
り
２
０
０

０
ԁ

ừ
協
定
先
認
定
機
関
Ử

▽
自
動
車
事
故
対
策
機
構

東
京
主
管
支
所（
๽
田
区
ۋ

ࢳ
１
の
２
の
１
ア
ル
カ
η
ン

ト
ラ
ル
Ϗ
ル
８
階
）

▽
Ϡ
マ
ト
・
ス
タ
ッ
ϑ
・

サ
プ
ラ
イ
東
京
研
修
η
ン
タ

ー（
ߐ
ށ
川
区
東
ᷤ
੢
６
の

２
の
３
第
三
ਢ
三
Ϗ
ル
２

階
）▽

こ
こ
Ζ
ー
ど（
大
田
区

ו
田
５
の
15
の
８
ו
田
月
村

Ϗ
ル
６
階
）

▽
ਿ
ฒ
交
通
第
二
安
全
研

修
η
ン
タ
ー（
ਿ
ฒ
区
高
井

ށ
東
３
の
35
の
５
）

▽
京
成
ド
ラ
イ
Ϗ
ン
グ
ス

ク
ー
ル（
ᷤ
০
区
高
࠭
５
の

54
の
10
）

▽
੨
৳
産
業
運
輸（
࡛
ۄ

県
ೖ
間
市
ೆ
็
１
０
８
８
の

２
）▽

ඈ
ௗ
ド
ラ
イ
Ϗ
ン
グ
カ

Ϩ
ッ
ジ
日
野（
日
野
市
Ѵ
が

ٰ
１
の
１
の
２
）

受
਍
手
続
き
は
、
所
ଐ
支

部
か
ら
事
前
に「
令
和
８
年

度
適
性
਍
அ
受
਍
依
頼
書
」

の
交
付
を
受
け
た
上
で
、
ر

望
す
る
協
定
先
認
定
機
関
へ

予
約
し
、
同
依
頼
書
を
受
਍

窓
口
に
提
出
す
る
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
業
務
部
交
通・環
境
Ｇ（
☎

03
・
３
３
５
９
・
３
６
１
８
）

東
ト
協
は
４
月
１
日
か

ら
、
交
通
事
故
防
止
活
動
の

一
環
と
し
て
、
令
和
８
年
度

「
運
転
者
適
性
਍
அ（
ॳ
任
਍

அ
・
適
ྸ
਍
அ
）受
਍
助
成
」

の
申
請
受
付
を
行
っ
て
い
る
。

ॳ
任
運
転
者
・
高
ྸ
運
転

者
の
受
਍
ଅ
進
を
図
る
と
と

も
に
、
運
行
管
理
者
に
よ
る

਍
அ
結
果
に
ج
ͮ
く
適
੾
な

指
導
の
た
め
実
施
し
て
い
る

も
の
。

実
施
要
ྖ
は
、次
の
通
り
。

ừ
事
業
期
間
Ử

４
月
１
日
～
９
年
３
月

31
日（
予
算
ֹ
に
達
し
次
第
、

受
付
終
了
）

ừ
補
助
対
象
Ử

東
ト
協
の
会
員
事
業
所
に

東
ト
協
大
田
支
部（
谷
口

眞
二
支
部
長
）と
品
川
支
部

（
石
川
康
司
支
部
長
）は
３

月
28
日
、
品
川
区
の
鮫
洲
運

転
免
許
試
験
場
で
、
大
森
警

察
署
、
池
上
自
動
車
教
習
所

の
協
力
の
も
と「
ド
ラ
イ
バ

ー
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研

修
会
」
を
開
催
し
、

東
ト
協
千
代
田
支
部（
田

中
හ
೭
支
部
長
）・
中
ԝ
支

部（
ᖒ
഼
३
支
部
長
）・
ߓ

支
部（
坂
田
生
子
支
部
長
）

は
３
月
23
日
、
中
ԝ
区
の
ۜ

࠲
ブ
ϩ
ッ
サ
ム
で
、「
動
ը
・

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
運
転
者

法
定
教
育
実
施
要
ྖ
説
明

会
」（
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）を
開
催

し
た
。

冒
頭
、
ᖒ
഼
支
部
長
が
あ

い
さ
つ
し
、「
法
定
12
項
目

の
運
転
者
教
育
は
必
ず
実
施

し
な
け
れ
͹
な
ら
な
い
。
第

１
ブ
ϩ
ッ
ク
で
は
、
２
年
前

に
教
育
用
動
ը
を
࡞
成
し
活

用
し
て
き
た
が
、
法
改
正
へ

の
対
応
な
ど
を
౿
ま
え
、
今

回
は
本
部
で
新
た
な
࢓
組
み

と
し
て
実
施
す
る
。
各
事
業

会
員
事
業
者
の
ド
ラ
イ
バ
ー

20
人
が
参
加
し
た
。

開
催
に
当
た
り
、
大
森
ܯ

࡯
ॺ
の
ᴡ
౻
ཅ
子
交
通
課
長

は「
օ
さ
ん
は
ベ
ς
ラ
ン
ド

ラ
イ
バ
ー
だ
が
、
本
研
修
を

通
じ
て
安
全
運
転
に
つ
い
て

新
た
な
ؾ
ͮ
き
を
得
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
୩
口
支

部
長
も「
ී
段
は
走
行
し
な

い
教
श
コ
ー
ス
を
ॳ
心
に
ฦ

っ
て
運
転
し
、
今
後
の
安
全

運
転
に
い
か
し
て
ほ
し
い
」

と
ܹ
ྭ
し
た
。

研
修
で
は
、
４
Ἁ
車
チ
ー

ム
と
10
Ἁ
車
チ
ー
ム
に
分
か

れ
、
大
森
ܯ
࡯
ॺ
交
通
課
に

よ
る
、
４
月
施
行
の
自

転
車
の
新
た
な
制
度
を

ؚ
Ή
安
全
運
転
の
࠲
ֶ

講
श
と
、
教
श
所
指
導

員
を
同
৐
さ
せ
た
実
車

教
श
を
実
施
し
た
。

実
車
教
श
で
は
、
໔

許
取
得
時
に
܁
り
ฦ
し

練
श
し
た
ク
ラ
ン
ク
や

̨
ࣈ
カ
ー
ブ
に
௅
ઓ
。

ී
段
と
は
ҟ
な
る
車
両

で
の
走
行
に
ۤ
ઓ
し
、

੾
り
ฦ
し
を
行
う
場
໘

者
に
は
、
運
転
者
教
育
の
確

実
な
実
施
を
お
願
い
し
た

い
」と
述
べ
た
。

説
明
会
で
は
、
業
務
部
交

通
・
環
境
Ｇ
の
᛹
川
達
也
副

参
事
が
、
動
ը
配
信
に
よ
る

運
転
者
教
育
お
よ
び
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ॳ
任

運
転
者
特
ผ
講
श（
ผ

も
み
ら
れ
た
が
、
タ
イ
Ϡ
د

せ
や
ト
ラ
ッ
ク
の
車
両
ײ
֮

に
つ
い
て
、
改
め
て
指
導
を

受
け
た
。

終
了
後
の
講
評
で
は
、
指

導
員
か
ら
ӈ
ࠨ
ં
時
の
速
度

管
理
や
、
ϛ
ラ
ー
を
活
用
し

た
前
ྠ
・
後
ྠ
の
ي
道
確
認

な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ

た
。
最
後
に
、
٠
஑
正
ߒ
副

会
長
が「
今
回
は
９
年
Ϳ
り

の
実
技
講
श
と
な
っ
た
。
予

見
運
転
に
౒
め
、
交
通
安
全

の
確
保
を
目
指
し
て
ほ
し

い
」と
呼
び
か
け
た
。

参
加
者
に
は
後
日
、
修
了

証
を
大
田
支
部
よ
り
交
付
す

る
。

ܝ
ࢀ
র
）に

つ
い
て
、
導

ೖ
状
況
や
実

施
要
ྖ
を
ղ

説
。
実
ࡍ
の

配
信
動
ը
の

ࢹ
ௌ
に
加

え
、
理
ղ
度

確
認
γ
ー
ト

に
よ
る
管
理

ํ
法
、
周
知

用
ポ
ス
タ
ー

の
Ｐ
̙
̛
デ

ー
タ
配
信
な

ど
、
教
育
の
流
れ
や
サ
ポ
ー

ト
体
制
な
ど
を
঺
հ
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
ॳ
任
運
転
者
特
ผ
講

श
の
選
定
事
業
者
で
あ
る
デ

ỹ
・
ク
リ
エ
イ
ト
の
担
当
者

が
、
申
し
込
み
ํ
法
や
̦
ˍ

̖
を
説
明
し
た
。

可
更
新
制
の
導
ೖ
な
ど
に
よ

り
、
事
業
環
境
の
一
૚
の
ݫ

し
さ
が
見
込
ま
れ
る
中
、
業

界
内
外
で
の
存
在
意
ٛ
向
上

と
会
員
サ
ー
Ϗ
ス
ॆ
実
に
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て
実
施

す
る
。

活
動
で
は
、
東
京
運
輸
支

局
の
デ
ー
タ
を
ج
に
࡞
成
し

た
ඇ
会
員
名
฽
を
活
用
し
、

各
支
部
が
ະ
加
ೖ
事
業
者
を

๚
問
。「
ೖ
会
Ҋ
内
リ
ー
ϑ

Ϩ
ッ
ト
」
な
ど
の
資
料
を
配

෍
し
、ೖ
会
を
呼
び
か
け
る
。

な
お
、
今
回
の
取
り
組
み

は
、
支
部
主
体
に
よ
る
会
員

ج
൫
強
化
対
策
の
ト
ラ
イ
ア

ル
と
し
て
位
置
付
け
て
お

り
、
各
支
部
の
状
況
に
応
じ

可
ೳ
な
ൣ
ғ
で
の
協
力
を
求

め
て
い
る
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
総
務
部
総
務
・
支
部
支
援

Ｇ（
☎
03
・
３
３
５
９
・
４

１
３
３
）

東ト協

࣌୅ͷมԽʹରԠへ

ద
ਖ਼
Խ
ೋ
๏
対
Ԡɾ会
һ
ج
൫
ڧ
Խ
Λ
ల
։
த

実
車
教
習
で
初
心
に
返
る

ӡ
స
ऀ
ద
ੑ
਍
அ
ड
਍
ॿ
੒

初
任
・
適
齢
診
断
１
人
２
０
０
０
円

υ
ϥ
Π
ό
ồ
ε
Ω
ϧ
Ξ
ỽ
ϓ
ݚ
म
ձ

ಈ
ը
഑
৴
ʹ
Α
Δ
ӡ
స
ऀ
ߨ
श
આ
໌
ձ

東 ト 協
ୈ̗̥̎ظ 大田・品川支部

東 ト 協
ୈ ϒ̍ϩック 千代田・中央・港支部

ॳ
೚
ӡ
స
ऀ
ಛ
ผ
ߨ
श

Φ
ϯ
ϥ
Π
ϯ
Ͱ
࣮
ࢪ

東ト協
̔೥度

東ト協
̔೥度

ಈը഑৴ʹΑΔӡస者ڭҭ
東ト協
̔೥度 ແྉͰಈըͳͲΛఏڙ
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東
京
都
貨
物
自
動
車
運
送

適
正
化
事
業
実
施
機
関（
本

部
長
・
水
野
功
東
京
都
ト
ラ

ッ
ク
協
会
会
長
）は
３
月
23

日
、
令
和
７
年
度
評
議
委
員

会（
委
員
長
・
ਿ
山
խ
洋
早

Ҵ
田
大
ֶ
名
༪
教
त
）を
開

催
し
、７
年
度
事
業
実
施
結

果
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、

８
年
度
事
業
実
施
計
ը
Ҋ
を

৹
議
・
承
認
し
た
。

開
催
に
当
た
り
、
水
野
本

部
長
は「
業
界
は
ྺ
࢙
的
な

転
׵
期
に
あ
る
が
、
安
全
を

最
༏
先
に
ྑ
質
な
輸
送
サ
ー

Ϗ
ス
を
提
供
し
、
社
会
的
要

請
に
応
え
て
い
く
た
め
に

は
、
さ
ら
な
る
業
界
の
݈
全

化
と
公
正
ڝ
૪
の
た
め
の
環

境
整
備
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
向
上
に
よ
る
輸
送
の
安

全
・
安
心
の
確
保
が
不
可
欠

だ
。
適
正
化
事
業
実
施
機
関

の
໾
ׂ
は
ۃ
め
て
重
要
で
あ

り
、
適
正
化
事
業
の
着
実
な

実
施
と
効
果

的
な
活
動
に

つ
い
て
、
委
員
の
評

議
と
提
ݴ
を
お
願
い

し
た
い
」と
述
べ
た
。

続
い
て
、
ਿ
山
委

員
長
は「
改
正
法
へ

の
対
応
な
ど
、
２
０

２
６
年
問
題
と
し
て

取
り
上
͛
ら
れ
る

中
、
原
油
価
格
高
騰

の
Ө
ڹ
も
あ
り
、
先

行
き
は
不
ಁ
明
だ
。

燃
料
高
騰
分
の
適
正

な
運
௞
転
嫁
が
進
ま

な
け
れ
͹
ݫ
し
い
状

況
と
な
る
。
適
正
化

事
業
は
社
会
的
要
請

が
大
き
く
、
着
実
な

ਪ
進
が
求
め
ら
れ

̚
の
事
業
所
へ
の
८
回
指
導

を
重
点
的
に
実
施
し
た
。
８

年
２
月
時
点
の
結
果
で
は
、

̙
・
̚
評
価
の
事
業
所
は
全

体
の
７
・
３
ˋ
で
、
前
年
同

期
ൺ
２
・
０
⻲
ݮ
গ
し
た
も

の
の
、
全
国
平
均
お
よ
び
関

東
平
均
を
上
回
る
水
४
が
続

い
て
い
る（
７
年
12
月
時
点
）。

通
常
८
回
指
導
の
指
摘
項

目
ϫ
ー
ス
ト
５
は
、
①
特
定

の
運
転
者
に
対
す
る
特
ผ
な

指
導
の
ະ
実
施
、
②
定
期
点

検
ະ
実
施
、
③
特
定
の
運
転

者
に
対
す
る
適
性
਍
அ
の
ະ

受
਍
、④
݈
߁
਍
அ
ະ
受
਍
、

ᶇ
৐
務
員
に
対
す
る
一
ൠ
的

な
指
導
お
よ
び
؂
ಜ
ະ
実
施

―
―
の
ॱ
で
指
摘
が
ଟ
く
、

前
年
同
期
ൺ
で
指
摘
཰
が
૿

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事

業
者
へ
の
注
意
喚
起
を
強
化

東
ト
協
は
、

２
０
２
６
年
度

安
全
性
༏
ྑ
事

業
所
認
定
制
度

（
Ｇ
マ
ー
ク
制

度
）
申
請
に
関

す
る
説
明
会
を

実
施
す
る
。

会
員
事
業
者

の
Ｇ
マ
ー
ク
認

定
取
得
の
ଅ
進
に
向
け
、
新

規
申
請
や
更
新
申
請
の
手
続

き
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
に
実
施
し
て
い
る
も
の
。

開
催
日
程
な
ど
は
、Լ
ද

の
通
り
。
本
部
会
場（
東
ト

総
合
会
館
）は
５
月
21
・
22

日
の
２
日
間
、ଟ
ຎ
支
部（
三

ଟ
ຎ
自
動
車
会
館
）で
は
５

月
29
日
に
開
催
す
る
。

説
明
会
に
加
え
、
ݸ
ผ
の

事
前
૬
ஊ
会
も
行
っ
て
お

り
、
本
部
会
場
は
６
月
1�
・

19
日
の
２
日
間
、
ଟ
ຎ
会
場

で
は
６
月
22
・
23
日
の
２
日

間
実
施
す
る
予
定
。さ
ら
に
、

Ｇ
マ
ー
ク
৹
査
・
評
価
の
対

象
と
な
る
安
全
運
転
研
修
会

を
６
月
10
日
、
८
回
指
導
に

係
る
研
修
会
を
６
月
26
日
、

そ
れ
ͧ
れ
東
ト
総
合
会
館
で

行
う
予
定
。

説
明
会
な
ど
の
申
込
ํ
法

は
、
東
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
ॱ
次
ܝ
ࡌ
す
る
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
ợ
本

部
会
場
Ụ
東
ト
協
適
正
化
事

業
部（
☎
03
・
３
３
５
９
・

４
１
３
８
▽ợ
ଟ
ຎ
会
場
Ụଟ

ຎ
支
部（
☎
０
４
２
・
５
２

４
・
３
４
６
９
、
̛
̖
̭
０

４
２
・
５
２
５
・
１
７
７
５
）

す
る
。

８
年
度
実
施
計
ը
で
は
、

引
き
続
き
̙
・
̚
評
価
事
業

所
へ
の
重
点
的
な
८
回
指
導

を
実
施
す
る
。
新
規
事
業
者

向
け
に
は
、
東
京
運
輸
支
局

主
催
の
指
導
講
श
会
に
お
い

て
、
適
正
化
事
業
実
施
機
関

の
業
務
や
८
回
指
導
に
つ
い

て
の
理
ղ
を
ଅ
し
、
適
正
な

事
業
運
Ӧ
を
指
導
す
る
。

ま
た
、
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
安
全
性
評
価
事
業（
Ｇ

マ
ー
ク
制
度
）の
ී
及
に
向

け
、
޿
報
や
૬
ஊ
会
を
通
じ

て
申
請
支
援
や
情
報
提
供
、

東
ト
協
は
、
令
和
８
年
度

「
働
き
や
す
い
৬
場
認
証
制

度（
運
転
者
৬
場
環
境
ྑ
޷

度
認
証
制
度
）」の
認
証
取
得

費
用
の
助
成
を
実
施
し
て
い

る
。
同
制
度
は
、
運
転
者
の

労
働
৚
件
や
労
働
環
境
の
改

善
、
長
時
間
労
働
の
ੋ
正
な

ど
、
働
き
ํ
改
革
に
取
り
組

Ή
事
業
者
を
認
証
す
る
も
の
。

認
証
機
関
の
日
本
ւ
事
協

会
に
申
請
し
、「
一
つ
星
」認

証
の
新
規
・
継
続
認
証
ొ
録

が
助
成
対
象
と
な
る
。

ở
実
施
期
間
Ỡ

４
月
１
日
～
９
年
２
月

26
日（
予
算
ֹ
に
達
し
次
第
、

受
付
終
了
）

ở
助
成
対
象
事
業
者
Ỡ

①
都
内
に
本
社
を
有
し
て

い
る
、
②
都
内
に
ド
ラ
イ
バ

ー
を
有
す
る
本
社
ま
た
は
Ӧ

業
所
が
あ
る
、
③
３
月
１
日

～
９
年
２
月
26
日
ま
で
に
一

つ
星
新
規
ま
た
は
一
つ
星
継

続
の
ొ
録
証
書
の
交
付
を
受

け
て
い
る
―
―
の
す
べ
て
に

֘
当
す
る
会
員
事
業
者
。

助
成
ֹ
は
次
の
通
り
。

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
制
度

の
周
知
と
新
規
取
得
の
ଅ
進

を
図
る
。

こ
の
ほ
か
、
Ｇ
マ
ー
ク
認

定
状
況
に
つ
い
て
も
報
告
。

全
国
の
認
定
数
は
２
ສ
９

２
１
０
事
業
所
、
認
定
཰
は

34
・
４
ˋ
。
こ
の
う
ͪ
、
東

京
都
の
認
定
数
は
１
５
９
９

事
業
所
と
な
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ

ϝ
ン
の
取
り
組
み
や
Ｇ
ϝ
ン

調
査
員
の
業
務
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

▽
一
つ
星
新
規
＝
都
内
の

ド
ラ
イ
バ
ー
を
有
す
る
本
社

ま
た
は
１
事
業
所
ʗ
５
ສ

ԁ
、
前
記
以
外
の
都
内
の
ド

ラ
イ
バ
ー
を
有
す
る
事
業
所

（
上
限
10
か
所
）
ʗ
１
か
所

に
つ
き
５
０
０
０
ԁ

▽
一
つ
星
継
続
＝
都
内
の

ド
ラ
イ
バ
ー
を
有
す
る
本
社

ま
た
は
１
事
業
所
ʗ
４
ສ

ԁ
、
前
記
以
外
の
都
内
の
ド

ラ
イ
バ
ー
を
有
す
る
事
業
所

（
上
限
10
か
所
）
ʗ
１
か
所

に
つ
き
５
０
０
０
ԁ

な
お
、
同
制
度
は
２
年
͝

と
の
更
新
の
た
め
、
今
年
度

は
一
つ
星
継
続
の
申

請
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
予
算
࿮
を

20
社
分
֦
大
し
て
い

る
。詳

細
は
、
東
ト
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
。▽

申
請
・
問
い
合

わ
せ
先
＝
東
ト
協
業

務
部
交
通
・
環
境
Ｇ

（
☎
03
・
３
３
５
９
・

６
２
５
７
）

る
」と
述
べ
た
。

議
事
で
は
ま
ず
、７
年
度

の
実
施
結
果
を
報
告
。
ࡢ
年

度
に
続
き
、
総
合
評
価
̙
・

会　場

説明会

東ト協 本部会場
新宿区四谷3-1-8

東京都トラック総合会館

多摩会場
国立市北3-27-11
三多摩自動車会館内

Gマーク説明会

Gマーク申請に向
けて、申請資格、申
請方法などについ
て、全般的に説明

○5月21日（木）、22日（金）
○各日とも、午後1時30分から
　（各回とも、2時間程度）

○5月29日（金）
○午後２時から
（２時間程度）

定員各回80人（先着順）
申し込みは、東ト協ホームページで

定員40人（先着順）
※多摩支部会員限定
申し込みは、多摩支部へFAXで

申込期間 4月27日（月）～5月21日（木） 詳細は多摩支部へ問い合わせ

Ｇマーク申請
受付期間・方法

○窓口受付：７月１日（水）～14日（火）
を予定（ただし、土・日曜日を除く）
○郵送受付：東ト協本部窓口へ７月
14日（火）必着
○�Web申請：７月１日（水）～ 14日
（火）を予定

〇７月3日（金）、6日（月）
※多摩支部窓口へ提出

詳細は、全ト協および東ト協ホームページに順次掲載する予定

̐
݄
��
೔
か
Β
ड
෇

ຊ
෦
会
৔

東ト協

̜ϚʔΫઆ໌ձ։࠵
ೝఆਃ੥Λαϙʔτ

８
年
度
事
ۀ
࣮
ࢪ
ܭ
ը
Λ
ঝ
ೝ

̙
ɾ̚
評
価
΁
ͷ
ॏ
఺
࣮
ࢪ
Ͱ
վ
ળ
ਐ
め
る

「
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制
度
」

࿑ಇڥ؀վળ΁අ༻ॿ੒

東
ト
協

̔
೥
౓

東京都దਖ਼Խ
事業࣮ػࢪ関 ධٞҕһձ
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過去の問題の解説と
実践模擬問題

株式会社 輸送文研社〈柏林書房〉
TEL 03-3861-0291　FAX 03-3861-0295

定価  2,970 円（税込）

【貨物編】

●出題範囲の要点を法令ごとに収録
●過去の試験問題100問を徹底解説
●30問の実践模擬問題付

運行管理者試験テキスト
◎�運行中は前方や周囲の状況への注意を怠らないこと。また、横断歩道に
接近したときは減速し、いつでも停止できるような速度で進行すること。
日 時 ３月19日（木） 10時40分頃発生（晴天）
場 所 足立区内（区道）
当事者 ①自転車（女性80代死亡）×②事業用準中型貨物車（男性70代）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状 況

足立区舎人

至 毛長川

至 舎人五丁目

概 要
事業用準中型貨物車が、区道を舎人5丁目方向から毛長
川方向へ交差点を直進するに際し、道路遠方を望見し、
横断歩道への安全確認不十分なまま進行したため、右方
から左方へ横断する自転車と衝突したもの。

問い合わせ先：東京都トラック協会 業務部交通・環境G
※事故速報は東ト協ホームページでPDFデータも掲載しています

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会（
寺
岡
洋
一
会
長
）

は
３
月
26
日
、
千
代
田

区
の
自
由
民
主
党
本
部

で
開
か
れ
た
自
民
党
物

流
調
査
会
に
出
席
し
、

業
界
の
現
状
と
課
題
を

説
明
し
た
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、

坂
本
克
己
最
高
顧
問
の

意
見
開
陳
に
続
き
、
水

野
功
副
会
長（
東
ト
協
会
長
）

が
、
①
荷
主
等
と
の
取
引
適

正
化
、
②
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化

二
法
、
③
運
輸
事
業
の
振
興

の
助
成
に
関
す
る
法
律
の
改

正
、
④
中
東
情
勢
の
緊
迫
化

に
よ
る
軽
油
供
給
制
限
お
よ

び
価
格
高
騰
―
―
に
つ
い
て

報
告
。

水
野
副
会
長
は
、燃
料
費・

人
件
費
・
車
両
価
格
の
上
昇

関
東
ト
ラ
ッ
ク

協
会（
会
長
・
水

野
功
東
京
都
ト
ラ

ッ
ク
協
会
会
長
）

は
３
月
25
日
、
東

ト
総
合
会
館
で
、

令
和
７
年
度
第
２

回「
関
東
圏
に
お

け
る
自
動
車
事
故

防
止
対
策
検
討

会
」（
Ｗ
ｅ
ｂ
併

用
）を
開
催
。
７

年
度
に
実
施
し
た

「
飲
酒
運
転
防
止

東
京
都
環
境
局
は
４
月

２
日
、
令
和
８
年
度「
貨
物

対
象
事
業
者
は
、
都
内
を

発
着
す
る
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
者（
事
業
所
の
所
在
地

は
都
内
外
を
問
わ
な
い
）。

申
請
内
容
は
、
保
有
す
る

全
車
両
の
燃
費
記
録（
７
年

４
月
～
８
年
３
月
の
１
年
間

分
）の
ほ
か
、
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
関
す

る
教
育
訓
練
・
指
導
等
の
体

制
、
燃
費
デ
ー
タ
の
集
計
・

分
析
な
ど
燃
費
に
係
る
日
常

的
な
管
理
体
制
。

評
価
は
、
車
種
・
重
量
な

ど
に
応
じ
た
70
の
車
両
区
分

の
平
均
燃
費
値（
ベ
ン
チ
マ

ー
ク
）を
も
と
に
、
全
車
両

の
実
走
行
燃
費
か
ら
偏
差
値

を
算
出
し
、
三
つ
星
・
二
つ

星
・
一
つ
星
の
３
段
階
で
行

う
。評

価
結
果
は
７
月
頃
、
都

評
価
制
度
に
つ
い
て
説
明
す

る
。ま

た
、説
明
会
の
模
様
は
、

４
月
20
日
か
ら
５
月
22
日
ま

で
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
を
行
う
。

参
加
申
し
込
み
な
ど
詳
細

は
、東
ト
協
Ｈ
Ｐ
を
参
照
。

国
土
交
通
省
は
３
月
23

日
、
全
ト
協
を
通
じ
て「
ト

ラ
ッ
ク
の
安
全
運
行
の
徹
底

に
つ
い
て
」
の
通
達
を
発
出

し
、
会
員
事
業
者
に
周
知
徹

底
を
図
る
よ
う
呼
び
か
け
て

に
向
け
た
調
査
」
の
取

り
ま
と
め
を
説
明
す
る

と
と
も
に
、
８
年
度
の

取
り
組
み
は
、
今
夏
策

定
予
定
の「
関
東
地
域

事
業
用
自
動
車
安
全
施

策
２
０
３
０
」
の
重
要

項
目
決
定
後
に
、
改
め

て
定
め
る
こ
と
を
了
承

し
た
。

冒
頭
、
森
本
勝
也
委
員
長

（
東
ト
協
副
会
長
・
運
輸
安

全
委
員
長
）は「
事
業
用
ト

ラ
ッ
ク
に
よ
る
飲
酒
運
転
事

輸
送
評
価
制
度
」
の
申

請
受
付
を
４
月
13
日
か

ら
開
始
す
る
と
発
表
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
申

請
窓
口
と
な
る
東
ト
協（
業

務
部
交
通・環
境
グ
ル
ー
プ
）

で
は
、
４
月
15
日
か
ら
５
月

22
日
ま
で
申
請
を
受
け
付
け

る
。受

付
期
間
は
、
郵
送
ま
た

は
電
子
申
請
が
４
月
13
日
～

５
月
20
日（
必
着
）、窓
口（
持

参
）
申
請
が
４
月
15
日
～
５

月
22
日
午
後
５
時
ま
で
。
申

請
手
数
料
は
無
料
。
申
請
書

類
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
の

修
正
・
追
加
書
類
の
提
出
は

５
月
29
日（
必
着
）ま
で
受

け
付
け
る
。

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）

で
公
表
す
る
予
定
。詳
細
は
、

東
ト
協
ま
た
は
都
環
境
局
の

Ｈ
Ｐ
を
参
照
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

＝
東
ト
協
業
務
部
交
通
・
環

境
Ｇ（
☎
03
・
３
３
５
９
・

６
６
７
１
）。

４
月
17
日
に
説
明
会
開
催

ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
を
実
施

東
ト
協
は
４
月
17
日
、
令

和
８
年
度「
貨
物
輸
送
評
価

制
度
説
明
会
」を
開
催
す
る
。

時
間
は
午
後
１
時
30
分
か

ら
４
時
ま
で
、
会
場
は
東
ト

総
合
会
館
７
階
大
会
議
室
。

当
日
は
２
部
構
成
で
、
午
後

１
時
30
分
か
ら
２
時
30
分
ま

で
環
境
対
応
支
援
策（
都
の

補
助
金
な
ど
）、
同
２
時
30

分
か
ら
４
時
ま
で
貨
物
輸
送

故
は
依
然
と
し
て
発
生
し
て

お
り
、
根
絶
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
大
半
の
事
業
者
は
適

正
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

一
部
の
心
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー

が
引
き
起
こ
す
飲
酒
運
転
に

よ
り
、
業
界
全
体
の
問
題
と

さ
れ
て
い
る
。
根
絶
に
は
意

識
改
革
が
不
可
欠
で
あ
り
、

各
協
会
に
お
い
て
事
故
防
止

と
あ
わ
せ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

の
指
導
の
徹
底
を
お
願
い
し

た
い
」と
強
く
訴
え
た
。

続
い
て
、
関
東
運
輸
局
自

動
車
技
術
安
全
部
の
團
村

聡
部
長
は
、「『
事
業
用
自
動

車
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
３

０
』
で
も
、
飲
酒
運
転
な
ど

悪
質
違
反
の
根
絶
は
重
要
施

策
の
一
つ
。
今
回
の
調
査
で

得
ら
れ
た
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
に
関
す
る
知
見
も
活
用

分
が
荷
主
に
転
嫁

さ
れ
に
く
い
現
状

に
加
え
、
長
時
間

に
わ
た
る
待
機
な
ど
、
労
働

環
境
改
善
も
進
ん
で
い
な
い

実
態
を
指
摘
。
法
改
正
へ
の

対
応
支
援
を
求
め
る
と
と
も

に
、
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法

で
今
後
施
行
予
定
の「
許
可

更
新
制
度
」と「
適
正
原
価
」

に
つ
い
て
、「
業
界
の
質
向

上
と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
社
会
的

地
位
向
上
に
つ
な
が
る
実
効

性
あ
る
制
度
設
計
が
必
要
」

と
要
望
し
た
。
ま
た
、
交
付

金
制
度
の
早
期
成
立
へ
の
協

し
、
飲
酒
運
転
防
止
対
策
を

進
め
た
い
」と
述
べ
た
。

議
事
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
の
疾
患
特
性
に
関

す
る
説
明
に
続
き
、７
年
度

に
実
施
し
た
飲
酒
運
転
防
止

に
向
け
た
調
査
結
果
を
報
告

し
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。
調

査
は
、
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
事

業
者
や
産
業
医
、
各
種
関
係

団
体
な
ど
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、
取
り
組
み
事
例
や
対

策
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
た

も
の
。

今
年
度
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、「
関
東
地
域
事
業

用
自
動
車
安
全
施
策
２
０
３

０
」
の
重
要
項
目
決
定
後
に

改
め
て
協
議
す
る
こ
と
と
し

た
。こ

の
ほ
か
、
全
国
の
事
業

用
ト
ラ
ッ
ク
の
飲
酒
事
故
事

例
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、

７
年
中
は
33
件
発
生
し
、
依

然
と
し
て
根
絶
に
は
至
っ
て

い
な
い
状
況
が
示
さ
れ
、
注

意
喚
起
を
求
め
た
。

東
京
運
輸
支
局

は
４
～
９
月
に
か

け
て
、
令
和
８
年

度「
整
備
管
理
者

選
任
前
研
修
」
を

計
６
回
開
催
す

る
。
受
講
料
は
無

料
。開

催
日
程（
申

込
期
間
）は
次
の

通
り
。
第
１
回
＝

４
月
23
日（
４
月

力
を
求
め
た
ほ
か
、
燃
料
価

格
高
騰
問
題
に
つ
い
て
は
、

安
定
供
給
の
確
保
、
燃
料
サ

ー
チ
ャ
ー
ジ
制
の
周
知
徹

底
、
緊
急
的
な
規
制
緩
和
措

置
の
継
続
を
強
く
求
め
た
。

ま
た
、
関
運
局
か
ら
は
自

動
車
運
送
事
業
手
続
き
の
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
や
、８
年
度

以
降
の
整
備
管
理
者
選
任
後

研
修
、「
事
業
用
自
動
車
総

合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
３
０
」

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

13
日
～
19
日
）、
第
２
回
＝

５
月
27
日（
５
月
16
日
～
22

日
）、
第
３
回
＝
６
月
24
日

（
６
月
13
日
～
19
日
）、
第
４

回
＝
７
月
15
日（
７
月
４
日

～
10
日
）、
第
５
回
＝
８
月

19
日（
８
月
８
日
～
14
日
）、

第
６
回
＝
９
月
16
日（
９
月

５
日
～
11
日
）。

研
修
は
半
日
で
、
各
回
と

も
午
前・午
後
の
２
回
開
催
。

時
間
は
午
前
の
部
が
９
時
～

11
時
30
分
、
午
後
の
部
が
１

時
30
分
～
４
時
。

会
場
は
、
い
ず
れ
も
東
運

支
局
１
階
会
議
室（
品
川
区

東
大
井
１
の
12
の
17
）。
定

員
に
達
し
次
第
、受
付
終
了
。

受
講
対
象
は
、
整
備
管
理

者
と
し
て
選
任
予
定
の
者
。

た
だ
し
、
過
去
に
同
研
修
を

受
講
し
た
者
や
、
自
動
車
整

備
士（
１
～
３
級
）の
国
家

資
格
保
有
者
は
受
講
不
要
。

受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付

す
る
。

予
約
申
し
込
み
は
、
自
動

車
整
備
関
係
研
修
オ
ン
ラ
イ

ン
予
約（
左
記
二
次
元
コ
ー

ド
）で
受
け
付
け
る
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
運

支
局
保
安
担
当（
☎
03
・
３

４
５
８
・
９
２
３
１
※
音
声

ガ
イ
ダ
ン
ス
：
３
）

い
る
。

３
月
20
日
に
、
三
重
県
亀

山
市
の
新
名
神
高
速
道
路
下

り
線
で
発
生
し
た
大
型
ト
ラ

ッ
ク
の
追
突
死
亡
事
故
を
受

け
、「
輸
送
の
安
全
確
保
は
、

自
動
車
運
送
事
業
者
の
最
大

の
使
命
で
あ
り
、
事
故
を
起

こ
さ
ず
、
国
民
の
生
命
、
身

体
及
び
財
産
を
し
っ
か
り
守

る
こ
と
こ
そ
が
、
運
送
事
業

の
社
会
的
信
頼
を
維
持
す
る

た
め
に
最
も
重
要
」と
指
摘
。

運
行
管
理
業
務
を
再
確
認

し
、
安
全
確
保
の
原
点
に
立

っ
た
確
実
な
運
行
管
理
の
徹

底
を
求
め
た
。

二次元コード

水
野
副
会
長
が
現
状
報
告
、支
援
を
求
め
る

申
請
窓
口
・
東
ト
協

４
月
15
日
か
ら
開
設

４
～
９
月

６
回
開
催

全
ト
協

自
民
党
物
流
調
査
会
ヒ
ア
リ
ン
グ

飲酒運転撲滅へ取組事例を調査
関
東
圏
に
お
け
る
自
動
車

事
故
防
止
対
策
検
討
会

関ト協
関運局

貨
物
輸
送
評
価
制
度

東
京
都

８
年
度

整備管理者研修（選任前）東運支局
８ 年 度

安
全
運
行
の

徹
底
呼
び
か
け
国交省
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の޴
ど

͝
し
の
ྑ

さ
と
Ω
Ϩ
の
あ

る
Ϗ
ー
ル
の
૘そ

う

շか
い

かײ
ん

は
ؾ
分
を

੝
り
上
͛
、
ԅう

た
͛

の
ス
タ
ー
ト
に
;
さ
わ
し

い
。
一
ॹ
に
飲
Ή
஥
間
を

「
Ϊ
ỿ
ッ
ʂ
」
と
結
び
つ

け
て
く
れ
る
˗
今
月
23
日

は
「
地
Ϗ
ー
ル
（
ク
ラ
ϑ

ト
Ϗ
ー
ル
）
の
日
・
Ϗ
ー

ル
の
日
」
で
あ
る
。
１
５

１
６
年
の
こ
の
日
、
ド
イ

π
で
「
Ϗ
ー
ル
७
ਮ
令
」

が
発
令
さ
れ
、
Ϗ
ー
ル
が

Կ
で
あ
る
か
を
ੈ
界
で
ॳ

め
て
定
ٛ
し
た
こ
と
に
由

དྷ
す
る
˗
日
本
の
「
地
Ϗ

ー
ル
」
は
32
年
前
の
最
௿

੡
଄
量
緩
和
で
始
ま
り
、

地
域
͝
と
の
特
৭
を
出
し

た
も
の
。「
ク
ラ
ϑ
ト
Ϗ

ー
ル
」
は
࡞
り
手
の
ಠ
૑

性
や
技
術
力
を
示
す
が
、

現
在
で
は
ほ
΅
同
ٛ
に
使

わ
れ
て
い
る
˗
財
෍
に
や

さ
し
い
「
発
๐
酒
」「
第

３
の
Ϗ
ー
ル
」
と
い
う
飲

料
も
生
ま
れ
選
୒
ࢶ
が
޿

が
っ
た
が
、
今
年
10
月
に

は
Ϗ
ー
ル
ܥ
飲
料
の
酒
੫

཰
が
一
本
化
さ
れ
る
。
Ϗ

ー
ル
の
੫
཰
は
下
が
り
、

ഴ
ժ
ൺ
཰
25
ˋ
ະ
ຬ
の
発

๐
酒
は
૿
੫
に
な
る
。
ෳ

ࡶ
な
心
境
だ
˗
そ
の
ੲ
、

Ϗ
ー
ル
は
ӫ
ཆ
価
の
高
い

「
ӷ
体
の
ύ
ン
」
と
呼
͹

れ
て
い
た
。
ഴ
ժ
や
߬
฼

な
ど
に
は
ӫ
ཆ
成
分
や
Ϗ

タ
ϛ
ン
類
が
ଟ
く
ؚ
ま
れ

る
と
ฉ
く
。
至
෱
の
ͻ
と

と
き
を
༩
え
て
く
れ
る
Ϗ

ー
ル
が
、
コ
ク
と
Ω
Ϩ
に

加
え
݈
߁
機
ೳ
を
高
め
る

飲
料
と
し
て
回
ؼ
す
る
日

が
དྷ
る
か
も
し
れ
な
い
。

CC

BB

EE

DD

EEDDCCBBAA

AA

11 22 33 44 55

66 77 88

99 1010

1111 1212 1313

1414 1515 1616

1717 1818 1919 2020

2121 2222 2323

2424 2525

ʦ�λςのΩʔ�ʧ
1 一年生になるセレモニー、○○○○○式
2	苗字。同○○同名
3	教室では決まった○○に座りましょう
4 海に立つ鳥居で有名な広島県の○○○
○○神社

5	学校のみんなで校外に小旅行
7 疲れたパパやママに○○たたきのプレゼ
ント

10	6月頃におとずれる、雨が多い時期
11	2で割り切れない数
12「家」「守」などの漢字に使われる部首
13	つっかえることなく、○○○なく話す
15教科書などについしちゃう、いたずらがき
18	一か八か、危険な○○に出る
20若い女性のこと。
コ○○○、○○○タレント

21大事な品物を○○に入れてお金を借りる
23	割合のこと。視聴○○、円周○○

ʦ�ϤίのΩʔ�ʧ
2 学校でいろんなことを教えてく
れる人

6	気持ちがよくてたのしいこと
8 台所。○○○○カー、システム
○○○○

9	音楽の授業でたくさん教わる
11	学校で食べるランチ
14学校で所属する「何年何組」の
こと

16昔の家で煮炊きをした場所。
人気アニメの主人公の苗字にも

17	メタバース＝仮想○○○○
19横断歩道を渡る前には○○と
左をよく見ましょう

21	琵琶湖がある県
22	火のないところには立たない？
24鶏肉。フライド○○○、○○○
ナゲット

25昔は「ℓ」、今は「L」と書く体積
の単位

by 冴戒 椎也
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★３月10日号「漢字リレーパズル」の正解
は「ऴࣜۀ」でした。

Ԡ ื ํ ๏

A～ Eに入った文字を
つないでできる言葉は
何でしょう？

クロスワードパズル

東
京
の
ࡩ
の
開
Ֆ
は
３

月
19
日
に
発
表
さ
れ
、
平

年
よ
り
５
日
早
か
っ
た
。

環
境
差
は
あ
る
も
の
の
、

１
ि
間
程
度
で
ຬ

開
を
ܴ
え
、
都
内
各

෩
श
は
、
こ
う
し
た

ײ
性
と
と
も
に
長
い

ྺ
࢙
の
中
で
育
ま
れ

て
き
た
。

日
本
の
Ֆ
見
の
ル

ー
π
は
、
２
つ
の
起

ݯ
を
持
つ
。一
つ
は
、

中
国
จ
化
の
Ө
ڹ
を

受
け
、
ಸ
ྑ
時
代
の

و
଒
の
間
で
ブ
ー
ム

と
な
っ
た
Ֆ
見
だ
。

ఉ
Ԃ
で「
ക
」
を
ோ

め
て
和
Վ
を
ӵ
Ή
な

ど
、
今
日
の
Ֆ
見
の

原
型
と
さ
れ
る
。

も
う
一
つ
は
、
೶

ߞ
と
結
び
つ
い
た
信

ڼ
だ
。य़
に
な
る
と
、

第163回

まちかど写真家 筑峯  総太

地
の
名
所
は
ଟ
く
の
Ֆ
見
٬

で
に
͗
わ
っ
た
。
ຖ
年
こ
の
時

期
に
な
る
と
、ど
う
し
て
ࡩ
が

؍
た
く
な
る
の
か
。
一
੪
に
࡙

き
ތ
る
ѹ
ר
の
ඒ
し
さ
と
ࢄ、

り
Ώ
く
は
か
な
さ
。
そ
の
対
照
的
な

ޫ
ܠ
に
ど
こ
か
引
か
れ
る
。
Ֆ
見
の

が
各
地
に
ࡩ
を
২
थ
さ
せ
、名
所
を

整
備
し
、Ֆ
見
は
ॸ
民
の
ָ
し
み
と

し
て
定
着
し
て
い
っ
た
。

そ
の
代
表
的
な
場
所
が
、๺
区
に

位
置
す
る「
ඈ
ௗ
山
公
Ԃ
」だ
ߐ。
ށ

ນ
෎
第
８
代
ক
܉
の
ಙ
川
٢
फ
が
ڗ

保
の
改
革
の
一
環
と
し
て
、整
備・଄

成
し
た
。
当
時
は
Ֆ
見
の
場
所
が
限

ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、෩
ل
の
ཚ

れ
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し

た
状
況
を
受
け
、ॸ
民
が
安
心
し
て

ָ
し
め
る
場
と
し
て
開
์
さ
れ
た
。

ま
た
、٢
फ
自
ら
こ
こ
に
ԅ
席
を
設

け
、Ֆ
見
を
Ｐ
̧
し
た
と
も
఻
わ
る
。

山
௖
へ
は
ె
า
で
も
े
分
に
ొ

れ
る
が
、Ԧ
子
Ӻ
前
か
ら
自
走
ࣜ
Ϟ

ϊ
Ϩ
ー
ル「
あ
す
か
ύ
ー
ク
Ϩ
ー
ル

（
ア
ス
カ
ル
ΰ
）」も
運
行
し
て
い
る
。

Ώ
っ
く
り
と
坂
を
上
る
খ
さ
な
ཱྀ
を

ָ
し
ん
だ
先
に
は
、公
Ԃ
内
に
都
電

車
両（
ࣸ
ਅ
）や
ৠ
ؾ
機
関
車
が
ల

示
さ
れ
て
お
り
、さ
ら
に
、「
ඈ
ௗ
山

ത
物
館
」や「
ࢴ
の
ത
物
館
」「
ौ
୔

࢙
料
館
」の
ത
物
館
κ
ー
ン
を
؍
ཡ

す
る
の
も
お
ન
め
し
た
い
。

心
躍
る
桜
の
花
見田

の
神
が
山
か
ら
ཬ
へ
降
り
て
く
る

目
ҹ
が
ࡩ
と
さ
れ
、そ
の
໦
の
下
に

酒
や
৯
べ
物
を
供
え
、๛
࡞
を
ف
願

し
た
。
中
ੈ
以
降
は
෢
士
階
級
に
も

޿
ま
り
、Ֆ
見
は
ݖ
Җ
や
จ
化
を
示

す
行
事
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ߐ
ށ
時
代
に
ೖ
る
と
、ক
܉

τ
ϥ
ỽ
Ϋ
運
ૹ
ۀ

Ỗ
࿑
຿
؅
ཧ
ͷ
ϙ
Π
ϯ
τ

小
林
弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

小
林
小
林  

弘
和
弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長
所
長

খ
ྛ
߂
࿨ớ
ࣾ
ձ
อ
ݥ
࿑
຿
࢜
Ờ

̣
̖
̘
Ϛ
ω
δ
ϝ
ϯ
τ
ݚ
ڀ
ॴ
ॴ
௕

̍
⁒
࿑
ಇ
ɾ
ࣾ
会
อ
ݥ
ͷ
ྉ

཰
ͷ
ม
ߋ

ᾇ
ޏ
༻
อ
ݥ
ྉ
཰

今
年
度
の
ޏ
用
保
ݥ
料
཰

に
つ
い
て
は
、
４
月
か
ら
１

０
０
０
分
の
14
・
５
か
ら
１

０
０
０
分
の
13
・
５
へ
引
き

下
͛
ら
れ
ま
す（
ඃ
保
ݥ
者

ෛ
担
は
１
０
０
０
分
の
５
・

５
か
ら
１
０
０
０
分
の
５
、

事
業
主
ෛ
担
は
１
０
０
０
分

の
９
か
ら
１
０
０
０
分
の

８
・
５
）。
適
用
は
４
月
支

෷
分
の
௞
金
で
は
な
く
、「
４

月
分
の
௞
金
か
ら
」と
な
り
、

ඃ
保
ݥ
者
ෛ
担
分
の
料
཰
ม

更
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
労
ࡂ
保
ݥ
཰
に
ม
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ᾈ
݈
߁
อ
ݥ
ྉ
཰

݈
߁
保
ݥ
料
཰
は
、
加
ೖ

す
る
保
ݥ
者
に
よ
っ
て
ҟ
な

り
ま
す
。

協
会
け
ん
Ά（
東
京
都
）

の
場
合
、
݈
߁
保
ݥ
料
཰
は

３
月
分
か
ら
９
・
91
ˋ
か
ら

９・�5
ˋ
へ
引
き
下
͛
ら
れ
、

հ
ޢ
保
ݥ
料
཰
は
１
・
59
ˋ

か
ら
１
・
62
ˋ
へ
引
き
上
͛

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
、
４
月
支
෷
分
の
給
༩
か

ら
ඃ
保
ݥ
者
の
ෛ
担
ֹ
も
ม

更
が
必
要
で
す
。

ま
た
、５
月
支
෷
分
の
給

༩
か
ら
は
、「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
金
」（
0
・
23
ˋ
、

労
使
ં
半
）の
௃
ऩ
が
始
ま

り
ま
す
。
な
お
、
݈
߁
保
ݥ

組
合
加
ೖ
の
場
合
は
、
各
組

合
の
料
཰
の
確
認
が
必
要
で

す
。
ް
生
年
金
保
ݥ
料
཰
に

つ
い
て
の
ม
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。

̎
⁒
݈
߁
อ
ݥ
ͷ
ඃ
ැ
ཆ
ऀ

ೝ
ఆ
ج
४
ͷ
ม
ߋ

４
月
１
日
か
ら
、
݈
߁
保

ݥ
に
お
け
る
ඃ
ැ
ཆ
者
の
認

定
ج
४（
年
間
ऩ
ೖ
の
൑
定

ํ
法
）が
次
の
通
り
、
改
正

さ
れ
ま
す
。

ᾇ
ม
ߋ
対
象
者

ැ
ཆ
認
定
の
対
象
と
な
る

者
の
う
ͪ
、
ύ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
等
の
給
༩
ऩ
ೖ
の
み

の
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

事
業
ऩ
ೖ
や
不
動
産
ऩ
ೖ
、

年
金
ऩ
ೖ
等
が
あ
る
者
に
つ

い
て
は
、
こ
の
改
正
の
対
象

と
は
な
ら
ず
、ै
དྷ
通
り「
今

後
１
年
間
の
ऩ
ೖ
見
込
み

ֹ
」
を
総
合
的
に
算
定
し
て

認
定
の
可
൱
が
൑
அ
さ
れ
ま

す
。

ᾈ
೥
間
ऩ
ೖ
ݟ
ࠐ
Έ
ֹ
ͷ
൑

அ
ج
४

労
働
৚
件
通
知
書
や
ޏ
用

ܖ
約
書
で
定
め
ら
れ
て
い
る

「
ج
本
給
ʴ
ॾ
手
当（
通
ۈ
手

当
を
ؚ
Ή
）
ʴ
৆
༩
」
か
ら

算
出
さ
れ
る
年
間
ऩ
ೖ
ֹ

を
、
今
後
１
年
間
の
年
間
ऩ

ೖ
見
込
み
ֹ
と
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
新
規
の
ැ

ཆ
申
請
に
お
け
る
認
定
৹
査

で
は
、
申
請
時
に
は
予
ଌ
で

き
な
い
時
間
外
労
働
に
よ
る

௞
金
は
、
年
間
ऩ
ೖ
見
込
み

ֹ
に
ؚ
め
ず
に
൑
அ
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
認
定
ج
४
が

よ
り
明
確
に
な
り
ま
す
。
な

お
、
ܖ
約
上
の
年
ऩ
を
実
ࡍ

の
年
ऩ
が
上
回
っ
た
場
合
で

も
、
そ
の
௒
過
が「
社
会
通

೦
上
ଥ
当
」
と
認
め
ら
れ
る

ൣ
ғ
の
一
時
的
な
も
の
で
あ

れ
͹
、
௚
ͪ
に
ැ
ཆ
認
定
が

取
り
ফ
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ᾉ
ऩ
ೖ
ݶ
౓
ֹ

ැ
ཆ
認
定
申
請
時
の
年
間

ऩ
ೖ
限
度
ֹ
は
次
の
通
り

で
、ม
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
一
ൠ（
60
ࡀ
ະ
ຬ
）
：
１

３
０
ສ
ԁ
ະ
ຬ

②
19
ࡀ
以
上
23
ࡀ
ະ
ຬ
で
ඃ

保
ݥ
者
の
配
ۮ
者
を
আ
く

者
：
１
５
０
ສ
ԁ
ະ
ຬ

③
60
ࡀ
以
上
ま
た
は
ো
֐

者
：
１
８
０
ສ
ԁ
ະ
ຬ

な
お
、
い
ず
れ
の
場
合
も

ඃ
保
ݥ
者
の
年
ऩ
の
２
分
の

１
ະ
ຬ
で
あ
る
こ
と
が
原
ଇ

で
す
。

ᾊ
ձ
ࣾ
ͱ
͠
ͯ
ͷ
対
Ԡ
事
߲

本
改
正
に
よ
り
、ύ
ー
ト・

ア
ル
バ
イ
ト
ै
業
員
に
対
す

る
労
働
৚
件
通
知
書
や
、
ޏ

用
ܖ
約
書
の
記
ࡌ
内
容
の
整

備
・
明
確
化
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
重
要
と
な
り
ま
す
。

̏
⁒
ࡏ
৬
࿝
ྸ
೥
ۚ
੍
౓
ͷ

վ
ਖ਼４

月
か
ら
、
年
金
ֹ
が
ݮ

ֹ
と
な
る
ج
४
（ֹ
௞
金
と

࿝
ྸ
ް
生
年
金
の
合
計
ֹ
）

が
51
ສ
ԁ
か
ら
65
ສ
ԁ
へ
大

෯
に
引
き
上
͛
ら
れ
ま
し

た
。

ᾇ
ࡏ
৬
࿝
ྸ
೥
ۚ
ͷ
࢓
૊
Έ

ް
生
年
金
保
ݥ
に
加
ೖ
し

な
が
ら
࿝
ྸ
ް
生
年
金
を
受

け
る
60
ࡀ
以
上
の
者
は
、
ج

本
月
（ֹ
加
給
年
金
ֹ
を
আ

く
࿝
ྸ
ް
生
年
金
ֹ
を
12
で

ׂ
っ
た
ֹ
）と
総
報
ु
月
ֹ

૬
当
（ֹ
ඪ
४
報
ु
月
ֹ
と

ඪ
४
৆
༩
ֹ
を
12
で
ׂ
っ
た

ֹ
の
合
計
ֹ
）の
合
計
ֹ
に

応
じ
て
、
年
金
ֹ
の
全
部
ま

た
は
一
部
が
支
給
ఀ
止
と
な

り
ま
す
。

ᾈ
ࠓ
ճ
ͷ
վ
ਖ਼
಺
༰

３
月
以
前
は
、
࿝
ྸ
ް
生

年
金
の
ج
本
月
ֹ
と
総
報
ु

月
ֹ
૬
当
ֹ
の
合
計
ֹ
が
51

ສ
ԁ
を
௒
え
る
場
合
、
そ
の

௒
え
た
ֹ
の
２
分
の
１
に
૬

当
す
る
࿝
ྸ
ް
生
年
金
が
支

給
ఀ
止
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
４
月
以
降
は
、
こ
の
ج

४
が
65
ສ
ԁ
に
引
き
上
͛
ら

れ
ま
す
。こ
の
改
正
に
よ
り
、

次
の
例
の
通
り
、
働
く
こ
と

に
よ
っ
て
年
金
ֹ
を
ؚ
め
た

総
ऩ
ೖ
ֹ
が
૿
加
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

例
：
࿝
ྸ
ް
生
年
金
の
月
ֹ

（
ج
本
月
ֹ
）10
ສ
ԁ
、総
報

ु
月
ֹ
૬
当
ֹ
46
ສ
ԁ
の
場

合①
改
正
前

年
金
ֹ
：
10
ສ
ԁ

ʵ（
10

ສ
ԁ
ʴ
46
ສ
ԁ

ʵ

51
ສ
ԁ
）

ʸ
２
＝
７
・
５
ສ
ԁ

ˣ
２
・
５
ສ
ԁ
の
年
金
が
支

給
ఀ
止
と
な
り
、
総
ऩ
ೖ
は

53
・
５
ສ
ԁ
と
な
り
ま
す
。

②
改
正
後

年
金
ֹ
：
10
ສ
ԁ（
ݮ
ֹ

な
し
）

ˣ
年
金
は
全
ֹ
支
給
さ
れ
、

総
ऩ
ೖ
は
56
ສ
ԁ
と
な
り
ま

す
。な

お
、
国
民
年
金
か
ら
支

給
さ
れ
る
࿝
ྸ
ج
ૅ
年
金

は
、
ऩ
ೖ
に
よ
る
ݮ
ֹ
の
࢓

組
み
は
な
く
、
ऩ
ೖ
ֹ
に
か

か
わ
ら
ず
全
ֹ
支
給
さ
れ
ま

す
。今

回
の
改
正
で
は
、
݈
߁

保
ݥ
の
ඃ
ැ
ཆ
者
認
定
ج
४

の
見
௚
し
に
よ
り
、
い
わ
Ώ

る「
１
３
０
ສ
ԁ
の
น
」
に

よ
る
ब
業
調
整
の
཈
制
が
期

待
さ
れ
る
ほ
か
、
在
৬
࿝
ྸ

年
金
制
度
の
改
正
に
よ
り
、

高
ྸ
者
の
ब
労
ଅ
進
に
つ
な

が
る
と
み
ら
れ
ま
す
。
人
手

不
଍
が
続
く
中
、
ط
存
人
ࡐ

の
活
用
が
一
૚
重
要
と
な
り

ま
す
。

今
回
は
、新
年
度
に
お
け
る
労
働
・

社
会
保
険
関
係
の
主
な
変
更
事
項
に
つ

い
て
整
理
し
ま
す
。


